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(平成4 年稿)地域地質研究報告
5万分の 1地質図幅
京都( 1 1 )第 2 5 号

篠 山 地 域 の 地 質

　

　
栗本史雄＊・松浦活久＊・吉川敏之＊

篠山図幅地域は，地震予知のための特定観測地域「名古屋・京都・大阪・神戸」地区に位置する．地質
調査は平成元年度-3年度の3年間行われた．本地質図幅及び研究報告をまとめるに当たっては，地形
・超丹波帯・丹波帯を栗本，篠山層群を吉川，有馬層群を松浦・吉川，花崗岩及び岩脈を吉川・松浦，
新生界・応用地質を松浦・栗本・吉川がそれぞれ担当し，全体のとりまとめを栗本が行った．
　本研究報告の作成に当たっては，現地の兵庫煩多紀郡篠山町及び丹南町の役場からボーリング資料の
提供を受けた．所内では，超丹波帯・丹波帯については地質部の木村克己技官と九州地域地質センター
の中江　訓技官（調査当時，大阪市立大学地学教室）に，第四系については近畿・中部地域地質センター
の寒川　旭技官にそれぞれ教示を受けた．崖錐堆積物に挟在する姶良 Tn火山灰(AT)の ICP発光分析
は環境地質部の吉川清志技官によって行われた．以上の方々に深く御礼申し上げる．
　本研究に用いた岩石薄片は，地質標本館の宮本昭正(元所員)，安部正治，佐藤芳治，野神貴嗣，大和
田　朗並びに北海道支所の佐藤卓見の各技官によるものである．

Ⅰ． 地　　形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（栗本史雄）

篠山図幅地域は，北緯35°- 35°10′，東経135°- 135°15′の範囲に位置し，兵庫県と京都府にまたがるが，

大部分は兵庫県に含まれる．

篠山図幅地域の地形は，丹波高地の西部に位置する山地と，山地周辺に発達する低地から構成される

（第1 図）．本図幅地域北東半部の山地には，超丹波帯・丹波帯に属する地質体が分布する．そこでは尾
むかい

根が東西ないし北西‐南東方向に延び，地質構造と調和的である．特に，本図幅地域北部では向山・

　*地質部

Keywords: 1:50,000, geologic map, Sasayama, Hyogo, Ultra-Tamba Terrane, Tamba Terrane, Permian, Trias-
sic, Jurassic, Cretaceous, Quatenary, sedimentary complex, coherent clastic sequence, Sasayama Group, Arima
Group, shale, sandstone, chert, greenstone, rhyolite, pyoclastic rocks, granite, stratigraphy, petrography, modal
analysis, radiolaria, K-Ar age, fission track age, nappe
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くろず みつお みたけ

黒頭峰・三尾山・三嶽を含む山地は高度500 ｍ以上で東西方向に細長く延び，この中には本図幅地域

最高峰の三嶽(793.4 ｍ)も含まれる．この山地の大部分は丹波帯のチャート(Ⅱ型地層群の三尾コンプ

レックス)から構成されていて，東隣の園部図幅地域にも連続し，多紀郡に位置することから多紀アル

プスとも呼ばれる．

本図幅地域南西半部の山地には白亜紀後期の火成岩類が分布し，主として有馬層群から構成される．

有馬層群の地質構造は全体的にみてほぼ水平に近く，緩やかな向斜・背斜構造を示す．本図幅地域南西

部では北東-南西方向に延びる尾根や谷(門柳川や畑谷川など)が顕著に認められ，この地形に平行する

数本の断層が存在する．南東部では山頂高度が500 ｍ前後とほぼ一定しており，山項付近の開析の程

度はやや低く，平坦な印象を受ける．

低地についてみると，本図幅地域の西半部と東半部では高度が異なる．西半部の低地は加古川・竹田

川に沿って氷上，黒井，柏原，谷川及び大垣内などに認められ，高度は100 ｍ前後である．一方，東

半部の低地は高度約200 ｍで，篠山川・武庫川流域に発達する．中でも篠山盆地が最も広い面積を占
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めている．篠山盆地には新期堆積物が厚く堆積しているが，その下位には白亜紀前期の篠山層群が分布

する．

本図幅地域の河川は加古川・武庫川・由良川の3水系に分けられ，前2 者は瀬戸内海に，後者は日本

海に注ぐ(第1図)．これらのうち加古川水系は本図幅地域の約7割を占め，最大である．加古川の支流

である篠山川は，東隣の園部図幅地域内に源を発し，篠山盆地を縦断して西流し，加古川に合流する．

しかし，第1図のように，山南町谷川の低地と篠山盆地は地形的に分離されている．過去において谷川

の篠山川のみが加古川に合流し，篠山盆地の篠山川はむしろ南流して，武庫川に合流していた可能性が

ある．その後河川争奪によって現在のような水系が生じたのであろう．このような変化は近畿地方北部

の広域的な地殻運動を反映したものと考えられる．
いそう

　本図幅地域には谷中分水界が4 か所もある．そのうち，高谷川沿いの石生付近の分水界は日本最低位

置(高度98 ｍ)のものとしてよく知られる(第2図）．
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Ⅱ.  地　質　概　説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（栗本史雄・松浦浩久・吉川敏之）

　篠山図幅地域は，先白亜系の地質構造区分上，超丹波帯と丹波帯にまたがる（第3図Ａ）．本図幅地域

には，超丹波帯及び丹波帯の中・古生界，白亜紀前期の篠山層群，白亜紀後期の火成岩類及び新生界が
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分布する(第 4 図）．篠山盆地を通過する南北方向の模式地質断面図を第 3 図 Bに示す．

　超丹波帯・丹波帯の中・古生界はほぼ東西方向の軸をもつアンチフォームとシンフォームの繰り返し

から構成され，篠山盆地に分布する下部白亜系篠山層群は篠山‐園部シンフォーム部に位置し，向斜構

造を呈する．篠山層群は超丹波帯の上に累重しており，丹波帯の地層とは確認された限り断層関係にあ

る．白亜紀後期の火成岩類（有馬層群・花崗岩・岩脈）は上述の堆積岩類の基本構造に規制されずに分布

する．新生界は第三系と推定される大乗寺礫岩と，第四系の大阪層群・低位段丘堆積物・崖錐堆積物・
あ くさ

最低位段丘堆積物・沖積層に区分される．本図幅地域内の重要な断層として，阿草断層が存在する．同

断層は本図幅地域中央部を南北方向に走り，その北半部においては同断層に沿って石英斑岩が貫入する．

本図幅地域の地質総括図を第 5 図に示す．

超丹波帯超丹波帯超丹波帯超丹波帯超丹波帯

超丹波帯は構造的上位の舞鶴帯と下位の丹波帯の間に挟まれた地帯であり，東は福井県から西は岡山

県までその分布が追跡される．同帯は海洋プレートの沈み込みに伴って形成された付加体である二畳紀

の堆積岩コンプレックス，及びそれを不整合に覆うジュラ紀の整然層から構成される．本図幅地域の超

丹波帯は主として篠山シンフォーム部を占め，舞鶴帯の南側に分布する超丹波帯本体とは離れているが，

岩相・地質年代などから超丹波帯構成岩類に対比される．

　本図幅地域において超丹波帯は東西10ｋｍ，南北 5ｋｍの範囲を占める．堆積岩コンプレックスは柏

原層と上滝層に区分され，両層は阿草断層によって境される．整然層は味間層と呼ばれる．

　柏原層は頁岩を主体とし，砂岩頁岩互層及び砂岩を挟み，少量のチャート・赤色頁岩を含む．頁岩か

ら Follicucullus 属あるいは Pseudoalbaillella 属の放散虫化石が産出することから，柏原層の年代は二

畳紀である．上滝層は主として塊状砂岩からなり，頁岩とわずかに緑色岩を挟む．砂岩は著しくカタク

ラサイト化を受けている．本層の地質年代は不明であるが，戸倉・高城山団体研究グループ(1987)及び

楠・武蔵野(1990)は砂岩の鉱物組成からみて超丹波帯の二畳系水上層に類似することを指摘した．ここ

では彼らに従い，上滝層を二畳系として取り扱う．味間層は砂岩，砂岩頁岩互層及び頁岩から構成され，

緑色岩は1か所で確認されたのみである．頁岩から中生代を示す放散虫化石が産出するが，味間層に相

当する地層から産出した放散虫化石(安養寺ほか，1987)を考慮にいれ，本報告では味間層をジュラ系

として扱う．味間層は上滝層を不整合に覆うと判断される．

丹波帯丹波帯丹波帯丹波帯丹波帯

丹波帯を構成する地質体は，混在岩を特徴とする変形の著しい堆積岩コンプレックスと，変形の程度

の小さい整然層から構成される．堆積岩コンプレックスは海洋起源の緑色岩・チャートと陸源の砕屑岩

が混合した付加体であり，原岩の堆積年代は二畳紀からジュラ紀に及ぶ．付加体の形成時期は砕屑岩の
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年代(頁岩から産出する放散虫化石年代)からみて三畳紀後期 -ジュラ紀後期である．一方，変形の程度

の小さい整然層は狭い範囲に断層で限られて露出する．堆積岩コンプレックスが緑色岩・チャートなど

の海洋起源の物質を含むのに対し，整然層は緑色岩・チャートを全く含まず，破断・変形の程度は小さ

い．整然層は付加体として形成されたものではなく，陸源砕屑物のみが供給される場，たとえば大陸斜

面上で堆積したと推定される．丹波帯には堆積岩コンプレックスの分布が圧倒的に広い．

　本図幅地域の丹波帯も岩相の特徴から堆積岩コンプレックスと整然層から構成される．まず，堆積岩

コンプレックスは岩相，地質構造及び地質年代に基づいて，構造的上位よりⅡ型地層群と I型地層群に

大別される．Ⅱ型地層群は更に細分され，篠山盆地北側では構造的上位より藤岡コンプレックス・佐仲

コンプレックス・三尾コンプレックスに三分され，南側では城南コンプレックス・古市コンプレックス

に二分される．Ⅰ型地層群は黒井コンプレックスと呼ばれる．ここで言うコンプレックスは，上下限を

断層で画された構造層序ユニット(tectonostratigraphic unit)を示す．これらのコンプレックスの構造

はシンフォーム・アンチフォームを形成し，構造的上位のものがシンフォーム部を，下位のものがアン

チフォーム部を占める．岩相層序や構造的位置から考えて，佐仲コンプレックスは古市コンプレックス

に，藤岡コンプレックスは城南コンプレックスにそれぞれ対応し，篠山盆地北側の三尾コンプレックス

に対応するものは南側では分布しない(第 4図）．

　次に，整然層に属する高城山層は主として砂岩から構成され，頁岩及び砂岩頁岩互層を伴う．緑色岩

・チャートなどの海洋起源の物質を全く含まない．砂岩は一般に塊状であり，一部では成層し，頁岩と

互層することもある．本層上部の頁岩からジュラ紀中期後半 - 後期前葉を示す放散虫化石が産出する．

篠山層群篠山層群篠山層群篠山層群篠山層群

篠山層群は西南日本内帯に点在する非海成下部白亜系のひとつで，山口県西部から福岡県北東部の

関門層群に対比される．

　篠山層群は大きく下部層と上部層から構成される．下部層は礫岩・砂岩・泥岩を主とし，少量の黒色

頁岩を含む．また，主に下部の層準に流紋岩凝灰岩を挟む．上部層は角閃石安山岩質の火砕岩類と，そ

の上位の泥岩及び細粗砂岩からなる．篠山層群は，篠山盆地及び下滝地域に分布するが，上部層は篠山

盆地東部にのみ分布し，下滝地域には分布しない．篠山盆地の篠山層群は東西軸の向斜構造を示し，下

滝地域の篠山層群は南西に開いたゆるい複向斜構造をなしている．

有馬層群有馬層群有馬層群有馬層群有馬層群

　有馬層群は西南日本内帯を特徴付ける白亜紀後期の中性 -酸性大規模火山岩類の1つで，本図幅地域

付近から神戸市北部，亀岡市西部に至る地域に分布している．

　本図幅地域の有馬層群は西部と南東部に分布し，丹南町古市付近を通る南北の断層で二分されている．

西部地域の有馬層群は鴨川層，これと指交する阿草層及びこれらを不整合に覆う平木溶結凝灰岩に区分

される．これらの地層は超丹波帯・丹波帯の地層及び篠山層群の東西の構造トレンドに大きく斜交して

北北西 -南南東走向を示す．

　鴨川層は，超丹波帯柏原層と一部不整合，一部断層で接する．鴨川層の岩相は結晶片に乏しい流紋岩

溶結凝灰岩，凝灰岩，溶岩及び湖沼成堆積岩顆からなる．鴨川層上部にはろう石鉱床が胚胎することが

ある．鴨川層は本図幅北隣の福知山図幅地域南西部から南隣の三田図幅地域北西部にまで広がって分布
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している．

　阿草層は下部白亜系篠山層群を不整合に覆い，鴨川層とは指交している．阿草層の岩相は石英・長石

などの結晶片に富む点で，これらに乏しい鴨川層と区別される．阿草層は流紋岩溶結疑灰岩，火山礫凝

灰岩，溶岩及び堆積岩からなる．これらは山南町阿草を中心にした半径8ｋｍの範囲内に分布する．阿

草層の岩相のうち溶岩と火山礫凝灰岩は阿草周辺に厚く分布し，本層の分布の中心でもあることから阿

草付近に本層の主要な噴出中心があった可能性がある．

　平木溶結凝灰岩は鴨川層を不整合に覆い，南隣の三田図幅地域内で古第三系に不整合に覆われる．平

木溶結凝灰岩は主として石英・長石・黒雲母の結晶片に富む黒雲母流紋岩溶結凝灰岩からなり，カリ長

石に乏しい下部とカリ長石を比較的多く含む上部に区分される．下部と上部の間には湖沼成堆積岩を挟
こん だ

在することがある．西部地域の有馬層群は北北西- 南南東方向の軸を持つ今田向斜をなしている．
もうし さ そ り

　南東部地域の有馬層群は下位の母子溶結凝灰岩と上位の佐曽利凝灰角礫岩に区分される．これらはほ

ぼ東西走向で南に緩く傾斜する．母子溶結凝灰岩は石英・長石・黒雲母結晶片に富む黒雲母流紋岩溶結

凝灰岩で，三田市母子付近の狭い範囲に分布する．佐曽利凝灰角礫岩は母子溶結凝灰岩にアバットし，

南・南東及び東に隣接する三田・広根・園部の各図幅地域を含めて東西約19ｋｍ・南北約14ｋｍの多

角形状の分布をする．佐曽利凝灰角礫岩は多量の頁岩・チャート・火山岩などの岩片を含む黒雲母流紋

岩溶結凝灰角礫岩- 火山礫凝灰岩からなり，一部に湖沼成の堆積岩を挟在する事がある．

花崗岩及び岩脈花崗岩及び岩脈花崗岩及び岩脈花崗岩及び岩脈花崗岩及び岩脈

本図幅地域内の貫入岩体は四斗谷花崗岩のほか，花崗斑岩，珪長岩-石英斑岩及び閃緑斑岩- 細粒閃緑

岩の岩脈がある．四斗谷花崗岩は今田町四斗谷北東の狭い範囲に露出する中- 細粒黒雲母花崗岩である．

岩脈は本図幅地域南部の有馬層群分布地域に発達しており，基盤の超丹波帯，丹波帯及び篠山層群に貫

入するものは規模・分布密度ともに小さい．花崗斑岩は篠山川以南の地域に東西方向に貫入する傾向が

ある．今田町辰巳に分布するものは径約200ｍの黒雲母花崗岩を捕獲している．珪長岩-石英斑岩は南

北ないし北東- 南西方向に貫入するものが多い．山南町上滝-谷川周辺地域には閃緑斑岩の小さな岩脈が

東西方向に多数貫入している．谷川南方の閃緑斑岩は規模が大きく幅500ｍ・延長1.5ｋｍ以上に及び，

脈の中心部では細- 中粒閃緑岩になっている．また，黒田庄町妙見山付近に貫入するものは径100ｍに

達する中粒黒雲母花崗岩を捕獲している．

新生界新生界新生界新生界新生界

　新生界は第三紀と推定される大乗寺礫岩と，第四系の大阪層群・低位段丘堆積物・崖錐堆積物・最低

位段丘堆積物・沖積層に区分される．大乗寺礫岩は丹南町追入の大乗寺境内の狭い範囲に分布し，岩相

と固結度から京都府丹波町の須知層または三田盆地の古第三系に相当すると推定される．大阪層群は加

古川支流の門柳川流域の黒田庄町松尾原付近に狭く分布する．本層に挟在する火山灰のフイッショント

ラック年代は0.52 ±0.18 Ｍａを示し，大阪層群上部に相当する．低位段丘堆積物は比高の違いから，

低位段丘Ⅰ堆積物及び低位段丘Ⅱ堆積物に区分される．低位段丘Ⅰ堆積物は篠山川沿いの狭い範囲に分

布し，低位投丘Ⅱ堆積物は篠山川・大山川・加古川に沿って段丘面を形成する．後者は広域テフラの姶

良Tn 火山灰を挟在する．崖錐堆積物は本図幅地域南部の有馬層群分布地域内に発達し，姶良Ｔｎ火山

灰を挟在する．最低位段丘堆積物は本図幅地域北緑の竹田川沿いに，沖積層は篠山盆地及び各河川に
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沿って分布する．

阿草断層阿草断層阿草断層阿草断層阿草断層

小野山(1931)は阿草断層にほぼ相当する断層を地質図に示したが，阿草断層の名称を最初に使用した

のは坂口(1959)である．阿草断層は本図幅地域中央部をほぼ南北方向に通過し，柏原町上小倉から山南

町阿草を通って今田町辰巳まで追跡することができる．その総延長は12 ｋｍを超え，上小倉- 阿草間

(約5ｋｍ)では同断層に沿って石英斑岩の岩脈が貫人する．阿草断層の東側と西側では分布する地質体

が大きく異なり，地質学的に重要な断層である(第4図参照）．

Ⅲ． 超　丹　波　帯

（栗本史雄）

Ⅲ．1　研 究 史

　超丹波帯はCaridroit et al.(1985)により舞鶴帯と丹波帯の中間に位置する構造帯として定義・命名さ

れた．

　超丹波帯がひとつの地帯として提唱されるまで，同帯の地層は千枚岩質であることから，丹波帯北帯
おお い かとう かつ み

として扱われ，丹波帯本体とは区別された．同帯に相当する地層は大飯層・加斗層・堅海層と呼ばれた

（広川ほか，1957：猪木ほか，1961：広川・票田，1957）．
あかぐり

  Ishiga(1985)は丹波帯北帯に当たる福井児大島半島赤礁崎地域の堅海層及び大飯地域の大飯層の頁岩

から二畳紀放散虫化石を報告し，二畳系の存在を明らかにした．舞鶴帯と丹波帯本体の間に分布するこ

れらの二畳系は，Caridroit et al.(1985)により舞鶴市から綾部市にかけての地域でも確認され，岩相層

序・地質構造・放散虫化石の特徴からみて，舞鶴・丹波の両者いずれにも所属させ難いことから，超丹

波帯と命名された．その後，超丹波帯に属する地層の存在が各地で確認され，層序・構造・微化石年代

・砂岩組成などの検討が進められた．例えば，木村(1988)は綾部市西部の超丹波帯の岩相・地質構造・

年代を検討し，同帯の地層群が海洋プレートの沈み込みに伴う付加体であると推定した．この期間の研

究報告については栗本・牧本(1990)で述べたので，ここでは省略する．

　その後，超丹波帯の構成要素として，二畳系のほかにジュラ系の存在も明らかにされた．すなわち，

戸倉・高城山団体研究グループ(1987)は篠山地域において味間層，安養寺ほか(1987)は京都西山地域に

おいて高槻層の存在を報告した．Ishiga(1990)は超丹波帯を構造的下位よりＵＴ 1，ＵＴ 2 及びＵＴ 3
　ひ　かみ   こうづき

に区分し，ＵＴ 1 は氷上層，ＵＴ 2 は大飯層，ＵＴ 3 は上月層から構成されるとした．そして，氷上層
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を不整合に覆うジュラ系を猪名川層群として再定義し，味間層・高槻層を猪名川層群に含めた．木村

（1988），楠・武蔵野(1990，1991)は超丹波帯砂岩の鉱物組成を検討し，後背地について論じた．

　篠山図幅地域の超丹波帯については以下のような研究がある．なお，一部の地層については超丹波帯

・丹波帯のいずれの地帯に属するか異なった見解があるので，丹波帯のことにも若干言及する．坂口
さ なか ま なんじょう しん じょう

（1959)は篠山地域の丹波層群を見かけ下位より佐仲峠層，真南条層，高城山層及び新 荘層に区分し，

新井・坂口(1955)が命名した味間層を高城山層に含めた．石賀ほか(1987)は坂口(1959)の高城山層と新

荘層を再定義し，篠山盆地の南北両側に分布する高城山層と，主として篠山盆地西方に分布する味間層

とに区分した．そして，岩相や砂岩の鉱物組成の特徴から高城山層と味間層は超丹波帯に属するとした．

戸倉・高城山団体研究グループ(1987)は篠山盆地西方の山南町上滝において，見かけ上位の味間層と下
かみ

位の上滝層を識別した．そして，カタクラサイト化を受けていることや砂岩の鉱物組成・岩片組成から，

上滝層は超丹波帯氷上層に相当するとした．井本ほか(1991)は本図幅地域東隣の園部図幅地域の地質に

ついて報告し，超丹波帯の地層として新荘層と高城山層を識別した．園部図幅地域の新荘層は篠山地域

の味間層に連続する．栗本(1992)は高城山層上部の頁岩からジュラ紀中期後半- 後期前葉の放散虫化石

を報告し，岩相の持徽，地質年代及び他の地質体との関係からみて，高城山層は丹波帯に属すると判断

した．楠・武蔵野(1990，1991)は砂岩の鉱物組成について詳細に報告した．

Ⅲ．2　概　要

　超丹波帯に属する地層は篠山盆地の西側に広く分布し，盆地北部にもわずかに分布する．篠山盆地西

側では南北分布幅は5 ｋｍ以上あるが，阿草断層以西では500 ｍ -1 ｋｍの分布幅に過ぎない．

　本図幅地域の超丹波帯は柏原層，上滝層及び味間層から構成される．柏原層と上滝層は海洋起源の緑

色岩やチャートを多量に含まないが，変形の程度がやや強いことや，岩相・地質構造・年代の特徴から

判断して，本図幅地域の北及び北東に当たる福知山・綾部図幅地域の超丹波帯に対応する．これらは海

洋プレートの沈み込みに伴って形成された付加体と推定される．一方，味間層は一般に成層し，整然層

に属する. 柏原層は阿草断層以西，上滝層と味間層は阿草層以東に分布する．

　柏原層は頁岩を主体とし，砂岩頁岩互層・砂岩を挟み，少量のチャート・赤色頁岩を含む．本層の頁

岩から二畳紀を示す放散虫化石が産出する．

　上滝層は主として塊状砂岩からなり，頁岩とわずかの緑色岩を挟む．本層は著しくカタクラサイト化

を受けている．地質年代決定に有効な化石は産出していないが，岩相の特徴から超丹波帯の氷上層(二

畳系)に相当するとされた(戸倉・高城山団体研究グループ，1987；楠・武蔵野，1990）．本報告におい

ては，彼らに従い，上滝層を超丹波帯の二畳系として取り扱う．

　味間層は砂岩，砂岩頁岩互層及び頁岩から構成される．緑色岩は1 か所で確認されたのみである．頁

岩は赤色，緑色，灰色など様々な色を呈する．年代を詳細に限定できないが，同層の頁岩から中生代を

示す放散虫化石が産出する．

超丹波帯の地層区分について，本報告と他地域との比較対応を第6 図に示す．岩相の特徴から柏原層

は大飯層や榎原層に，上滝層は氷上層や浄土谷層に対応する．本図幅地域において柏原層と他の超丹波
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帯地質体との直接の関係は不明である．味間層は上滝層の構造的上位に位置し，戸倉・高城山団体研究

グループ(1987)は，両層は堆積接触関係にあるとした．今回の調査において両層の地質関係を明確に示

す野外事実は確認できなかった．しかし，両層の見掛けの上下関係，上滝層は二畳系氷上層に相当する

こと，味間層の年代は中生代であること，味間層に相当する京都府西山地域の高槻層からジュラ紀後期

を示す放散虫化石が産出することから判断すると，両層には年代間隙が存在することから，本報告では

両者は不整合関係にあるとした．味間層は猪名川層群や高槻層に対応する．

上述のように，超丹波帯は二畳紀の堆積岩コンプレックスとジュラ紀の整然層から構成される．前者

は二畳紀の海洋プレートの沈み込みに伴って形成された付加体であり，後者はその上に不整合で載って

いる．整然層である味間層が堆積したジュラ紀には，丹波帯では堆積岩コンプレックスの形成と高城山

層の堆積が進行していた．堆積岩コンプレックスは海洋プレートの沈み込みに伴う付加体として形成さ

れ，高城山層の堆積場としては大睦斜面上の堆積盆地などが推定される(Ⅳ．5 章参照）．味間層は丹波

帯の構成岩顆より陸域に近い場所，例えば前弧海盆において二畳紀堆積岩コンプレックスを基盤として

堆積した可能性がある．

Ⅲ． 3　柏 原 層 （Bm， Bs， Bc）

　 新称．柏原層は柏原層小南西方を模式地とする．

　分布分布分布分布分布　柏原層は阿草断層以西において南北幅500 ｍ-1 ｋｍで，北西- 南東方向に細長く分布する．
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本層の下限は丹波帯藤岡コンプレックスと断層関係にあり

, 有馬層群とは不整合に覆われるか，あるいは断層で接す

る．本層の分布の東限は阿草断層でもって画される．

　　　　　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　柏原層は見掛け複向斜構造を示し，露

出が点在することから，ひとつのルートで柱状図を作成す
ぼ つぼ

るのが困難である．第7図に柏原町母坪-田路-小南を通る

アンチフォームの南翼部における母坪-稲畑ルートの柱状図

を示す．本層の下部は頁岩からなり，上部は頁岩を主体と

し砂岩を挟む．挙田において厚さ約10 ｍのチャートが分

布するが，これは上部の最下部付近に位置する(第7 図）．

柱状図作成ルートにおける本層の厚さは約750 ｍである．

　　　　　岩相岩相岩相岩相岩相　　　　　本層は主として頁岩から構成され，砂岩頁岩互層

及び砂岩を挟む．チャート・赤色頁岩が1 か所において砂
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岩頁岩互層に挟まれる．

　頁岩は一般に黒色・灰色・暗緑色などを呈し，葉理が発達する(第 8図Ａ）．珪質あるいは凝灰質で灰

白色を呈する部分が，黒色・暗緑色頁岩と数ｍｍ単位で互層することがある．頁岩には搭離性が認め

られ，方解石脈がしばしば観察される．

　砂岩は頁岩と互層する．砂岩は細 -中粒で，緑色を呈することが多く，基質は石灰質で方解石脈が認

められる．砂岩の中の石灰質な部分が溶出し，空罷が認められることがある(第 8図Ｂ）．砂岩の厚さは

5 - 5 0 ｃｍであることが多く，最人1．5ｍのものがある(第8図Ｃ）．また，単層の厚さは10ｃｍ程度であ

るが，層理が癒着して厚さが1 ｍ以上になっていることがある(第 8図Ｄ）．まれに級化構造が観察され

ることがある．鏡下では，淘汰が悪く，基質の多いワッケである(第 9図Ａ）．

　チャートは暗赤色・白色を呈し，一部は赤色頁岩である．チャートの厚さは約10ｍで，砂岩頁岩互

層と頁岩に挟まれて岩塊として産出する．周囲の岩石とは不規則な，境界で接し，周囲の頁岩中には赤色

チャートの小礫が入っている．

　砂岩頁岩互層の頁岩には，層理面に対して約 30°で傾斜する劈開が一様に観察される(第10図）．

産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代　柏原層の頁岩 3試料から年代決定に有効な放散虫化石を検出した(第11 図）．

放散虫化石は極めて保存が悪く，表面構造は認められない．属・種の決定にはかなりの困難を要するが，

その形状は Follicucullus 属あるいは Pseudoalbaillella 属のものに類似する．Follicucullus 及び
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Pseudoalbaillella属は二畳紀を代表する放散虫化石であることから、本報告では柏原層の地質年代を二

畳紀としておく．

Ⅲ．4　上 滝 層 （Ks， Km）

　命名は戸倉・高城山団体研究グループ（1987）による．山南町上滝北方を模式地とする．

　分布分布分布分布分布　上滝層は山南町上滝から丹南町にまたがる地域に分布し，篠山盆地北側にも周囲を断層で囲ま

れて，狭い範囲に分布する．本層の下限は，柏原町上小倉及び篠山盆地北側では丹波帯藤岡コンプレッ

クスと断層関係にあり，篠山盆地北側の一部では高城山層と断層関係にある．また，味間層に不整合に

覆われる．
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　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本層の分布は狭く，正確な層序は不明であ

るが，第12 図に模式地における地質柱状図を示す．山南町

上滝における本層の全層厚は 560 ｍである．

　岩相岩相岩相岩相岩相　　　　　本層は主として砂岩から構成され，頁岩とわずかの

緑色岩を挟む．砂岩は一般に中 - 粗粒で，灰緑色を呈し，塊

状である．カタクラサイト化を受け，構成粒子の境界が不鮮

明である．鏡下では，淘汰が極めて悪く，基質の多いワッケ

である（第 9図Ｂ）．強く圧砕を受けており，石英が波動消光

を示したり，斜長石のアルバイト双晶がキンク褶曲を示すこ

とがある．楠・武蔵野(1990)によれば，上滝層の砂岩は基質

を 34％含むワッケで，石英 31％，カリ長石 9％，斜長石

17％，岩片11％（いずれも 4試料の平均値）である．頁岩は

黒色で，搭離性があり，やや珪質なこともある．緑色岩は篠

山町新荘付近に分布する（第 30 図Ｂ参照）．

　産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代　これまで年代決定に有効な化石は得

られていない．研究史で述べたように，戸倉・高城山団体研

究グループ(1987)及び楠・武蔵野(1990)は上滝層砂岩の特徴

や鉱物組成・岩片組成から，本層は超丹波帯氷上層に相当す

るとした．水上層及びそれに相当する地層は Follicucullus(?)

sp．を含み，その地質年代は二畳紀中期後半-二畳紀後期とさ

れている(栗本，1986：木村ほか，1989）．したがって，本

報告では上滝層の地質年代は二畳紀として扱う．

Ⅲ．5　味 間 層 （As， Aa， Am）

　命名は石賀ほか(1987)による．丹南町・山南町の篠山川に

治って模式的に分布する．

　分布分布分布分布分布　篠山盆地西方に東西・南北約 5ｋｍの範囲に分布す

る．また，篠山盆地北側に治って南北 500 ｍ程度で東西に

長く分布し，東隣の園部図幅地域の新荘層に連続する．

　本層は篠山盆地西方及び北側において上滝層を不整合に覆

う．篠山盆地北側及び味間奥西方において上滝層が欠如する

所では，構造的下位に当たる丹波帯の高城山層あるいは藤岡

コンプレックスと断層関係にある．また，山南町阿草では有

馬層群と断層で接する．

　層序層序層序層序層序　篠山盆地西方の丹南町川代西方における地質柱状図
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を第13 図に示す．東北東-西南西走向の断層によりルートが切られているが，全層厚は約1,000 ｍで

ある．下部は砂岩頁岩互層，上部は砂岩及び砂岩優勢の砂岩頁岩互層から構成される．

　岩相岩相岩相岩相岩相　本層は砂岩，砂岩頁岩互層及び頁岩から構成され，一般に成層する．緑色岩は篠山盆地北側に

おいて1か所に分布するのみである(第30 図Ｂ参照）．

　砂岩は一般に細粒で，一部中粒で，緑色・灰色を呈する．基質は石灰質であり，方解石脈が入る．砂

岩は塊状の場合と，成層して頁岩と互層する場合がある．塊状の砂岩はわずかである．砂岩頁岩互層は

砂岩の厚さが5-20 ｃｍで，葉理をもち，頁岩の挟みは薄い(第14 図Ａ）．鏡下では，淘汰が悪く，基質

の多いワッケである(第9図Ｃ）．楠・武蔵野(1991)によれば，味間層の砂岩は基質を37％含むワッケで，

石英11％，カリ長石1％，斜長石13％，岩片38％(いずれも7試料の平均値)である．

　頁岩は砂岩と互層する場合と数ｍの厚さで産出する場合がある．色は一般に黒色・灰色暗緑色・赤

色・白色などを呈し，凝灰質あるいは珪質な部分もある．赤色頁岩と灰色頁岩は篠山川河床に露出する

が，両者は漸移する．葉理の発達した凝灰質頁岩もある(第14 図Ｂ）．
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　山南町の篠山川河床において破断され

た砂岩頁岩互層が露出する．この砂岩頁

岩互層は阿草断層とそれに平行して走る

断層に囲まれている．砂岩は剪断を受け

レンズ状になり，砂岩と頁岩の境界や頁

岩中に剪断面が観察される(第 14 図Ｄ）．

また，長径 1 ｍを超える砂岩が岩塊と

して産出することがある(第 14 図Ｃ）．

　産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代　篠山川右岸の赤

色頁岩から Nassellaria  が産出した(第

15 図）．これらの放散虫化石は保存が悪

く，属・種名の決定は困難であるが，殻孔の配列がかすかに観察されることから，中生代型の放散虫化

石と判断した．戸倉・高城山団体研究グループ(1987)は山南町上滝の味間層からNassellariaを報告し

た．また，安養寺ほか(1987)は京都府西山地域に分布する高槻層からジュラ紀後期前半を示す放散虫化

石群集を報告し．この高槻層の岩相は味間層のものに類似するとした．Nassellariaの産出からみて，

本層は中生界であり，安養寺ほか(1987)の報告も考慮し，本報告では味間層の地質年代をジュラ紀とし

ておく．

Ⅲ．6　地 質 構 造

　ナップ構造ナップ構造ナップ構造ナップ構造ナップ構造　超丹波帯・丹波帯の地質体はシンフォームとアンチフォームを繰り返し，シンフォーム

部にはより構造的上位，アンチフォーム部にはより構造的下位の地質体が分布する．本図幅地域の北隣

の福知山図幅地域では，構造的に上位より舞鶴帯・超丹波帯・丹波帯の各地質体が累重する．そして南

へ行くほど下位の岩石が露出し，黒井アンチフォーム部には構造的最下位の黒井コンプレックス(丹波

帯Ⅰ型地層群)が分布する．黒井アンチフォームを超えてさらに南に行くと，再び上位の地質体が出現

し，篠山シンフォーム部には超丹波帯の地質体が分布する．現在，篠山シンフォーム部に分布する超丹

波帯は舞鶴帯の南側を占める超丹波帯本体とは隔離された状態にあるが，元々は一連のものであり，

ナップとして丹波帯構成岩類の上に広がっていたと推定される．Ishiga(1990)は本図幅地域の南東に

当たる広根図幅地域内において超丹波帯の存在を図示した．また，石賀・佐藤(1991)は大阪平野北部

(広根図幅地域とその南隣の大阪西北部図幅地域の境界付近)の深層ボーリングコアを検討し，一部の岩

石が超丹波帯に帰属することを報告した．これらのことから超丹波帯の構成要素は元来南方にまで広

がっていたが，現在では篠山図幅地域や広根図幅地域などのシンフォーム部においてその一部が分布す

ることが明らかになった．

　各層間の関係各層間の関係各層間の関係各層間の関係各層間の関係　第16 図に，上滝北方のルートマップを示した．ここでは柏原層，上滝層及び味間層

が分布し，南西部には篠山層群が分布する．その他に南北性の阿草断層とそれに沿う石英斑岩の岩脈が

存在し，東西性の岩脈も数多く露出する．阿草断層以西には柏原層が分布し，東西走向で南に傾斜する．



－19 －



－20 －

篠山層群は柏原層とほぼ調和的な構造を持つ．両層の境界付近では，柏原層の砂岩の南側には岩脈が存

在し，1 ｍの露頭欠如のあと篠山層群の礫岩が分布する．両者の境界は欠如のため観察されないが，

篠山層群と柏原層とは不整合関係にあると判断される．

　一方，阿草断層以東には，上滝層と味間層が交互に出現する．阿草断層を西から東に横断する沢沿い

では，味間層の北側に上滝層の砂岩が出現し，両層の境界付近には東西性の岩脈が露出している．両層

の直接の境界は観察できないが，味間層の走向・傾斜からみて，味間層は上滝層の上に重なっている．

上滝層の砂岩の北には再び味間層の頁岩が出現し，この境界は高角度断層と考えた．基本的に上滝層の

上に味間層が累重し，それらが高角度断層で繰り返し出現していると判断した．これらの東西性の高角

度断層は下部白亜系篠山層群の地質構造を切っていないので，断層の形成時期は味間層堆積後，篠山層

群堆積前といえる．上滝層と味間層とは構造的にほぼ調和的であることに加えて，上滝層は二畳系氷上

層に相当すること，味間層の年代は中生代であること，味間層に相当する京都府西山地域の高槻層から

ジュラ紀後期を示す放散虫化石が産出することから判断すると，両層には年代間罷が存在する．した

がって本報告では両者は不整合関係にあると位置付けた．上滝層と味間層との累重関係及び高角度断層

の様子をよく表現している断面図を第17 図に示す．

　第18 図に篠山盆地北側における味間層と高城山層の境界の露出状況を示す．崖の高いところ(北側)
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には高城山層砂岩，一方，低いところ(南側)には味間層の砂岩・頁岩が露出する．両層の境界は確認で

きないが，おそらく東西方向・鉛直の境界をもって接すると推定できる．したがって，ここでは超丹波

帯味間層と丹波帝高城山層が接し，上滝層は分布しない．基本的には上滝層とそれを不整合に覆う味間

層から構成される超丹波帯が丹波帯の構成岩類に衝上したと考えられるが(第 3図参照），一部では第

18 図に示したように，上滝層が欠如し，味間層が丹波帯の地質体と断層で接する場合もある．

Ⅳ．丹　波　帯

（栗本史雄）

Ⅳ．1　研 究 史

　1970 年代前半まで丹波帯の地層群は地向斜堆積物としてとらえられ，石灰岩に含まれる紡錘虫及び

サンゴ化石に基づいて，二畳系であると考えられた(松下，1953；Sakaguchi，1961；礒見・黒田，

1958；丹波地帯研究グループ，1969，1971，1975など）．しかし，1970年代後半以降，コノドント・

放散虫化石の生層序学的研究の進展に伴い，これまでの地向斜堆積物の層序・構造・地質年代が再検討

され，中生代地史の見直しがなされた．その結果，秩父帯及び美濃・丹波・足尾帯のいわゆる古生層は

石炭紀からジュラ紀に至るいずれかの年代を示す異なった岩相が入り混じった地質体であることが明ら

かになった．それらのうち最も若い年代は砕屑岩類中に含まれる放散虫化石の示すジュラ紀であること

から，これらの地質体はジュラ紀に再構成されたものであり，チャート・石灰岩・緑色岩類は砕屑岩中

の岩体と判断された．この時期の丹波帯に関する研究報告としては，吉田・脇田(1975），松田(1976），

丹波地帯周体研究グループ(1979a，b），Isozaki and Matsuda(1980)などがある．

　その後，石賀(1983），井本・丹波地帯研究グループ(1982)及び Imoto(1984)は，丹波帯の地層群が岩

相及び地質年代の異なる2組の地層群に区別できることを示した．石賀(1983)は向斜部に分布する構造

的上位の地層群をⅡ型地層群，背斜部に分布する構造的下位のものをⅠ型地層群と呼んだ．楠・武蔵野

（1987），楠ほか(1987），田辺・丹波地帯研究グループ(1987)は丹波帯中央部の周山付近に分布する Ⅱ型

地層群を構造的下位よりＴⅡ a・ＴⅡ b・ＴⅡ c の 3 ユニットに区分し，Ⅰ型地層群をＴI ユニッ

トと呼んだ．

　このように，丹波帯の地層群は岩相・地質年代・砂岩組成などの特徴に基づいて区分がなされ，周山

地域では構造的上位のものほど上限の年代が古く，構造的に最も下位に位置するⅠ型地層群がその上眼

の年代が最も若いことが明らかにされた．つまり，一連整合の層序を曲げた褶曲ではなく，積み重なっ
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たスラストシートを褶曲させたものであるので，これまで丹波帯の記載で使用されてきた向斜・背斜構

造という用語はシンフォーム・アンチフォーム(向斜様構造・背斜様構造)と呼ばれるようになった(Iso-

zaki and Matsuda，1980；石賀，1983）．

　井本ほか(1989)は上述の周山地域を含む京都西北部地域，木村ほか(1989)は綾部地域，栗本・牧本

（1990)は福知山地域を調査し，Ⅱ型地層群を細分した．また，武蔵野ほか(1990），楠・高城山団体研究

グループ(1991)及び本田・丹波地帯研究グループ(1991)はⅡ型地層群から三畳紀後期を示す放散虫化石

を検出し，これらを含むユニットをⅡ型地層群の構造的最上位の地質体(ＴⅡd)として位置付けた．な

お，Ⅰ型地層群は上記の報告の中では細分されず，一括して取り扱われたが，Nakae(1990)は，丹波

帯北部において八丁アンチフォームを構成する Ⅰ型地層群を岩相層序・地質年代・地質構造に基づいて

細分した．またNakae（1992）は，丹波帯若狭地域の堆積岩コンプレックスはジュラ紀中期-後期にかけ

て連続的な付加作用によって形成されたものであり，付加年代によるⅠ型及びⅡ型地層群の区分は不適

当であり，古生代の海洋性岩石類の有無によるべきであると結論した．

　本図幅地域の丹波常に関する研究報告には次のようなものがある．坂口(1959)は篠山地域の丹波層群

を見かけ下位より佐仲峠層，真南条層，高城山層及び新荘層に区分し，新井・坂口(1955)が命名した味

間層を高城山層に含めた．岩生(1962)は，本地域南部を含む広範囲の地域を対象として，丹波帯の地層

群を3部層に区分し，珪石鉱床の分布を明らかにした．石賀(1983)は本地域北東部を含む地域の地質概

略図を示し，Ⅰ型地層群とⅡ型地層群の境界を示した．石賀ほか(1987)は坂口(1959)の高城山層と新荘

層を再定義し，篠山盆地の南北両側に分布する高城山層と，主として篠山盆地西方に分布する味間層に

区分した．そして，岩相や砂岩の鉱物組成の特徴から高城山層と味間層は超丹波帯に属するとした．し

かし，栗本(1992)は高城山層上部の頁岩からジュラ紀中期後半-後期前葉の放散虫化石を報告し，岩相

の特徴，地質年代及び他の地質体との関係からみて，高城山層は丹波帯に属すると判断した．井本ほか

(1991)は本図幅地域東隣の園部図幅地域の地質について報告し，Ⅰ型地層群とⅡ型地層群を識別した．

Ⅳ．2　概　要

　本図幅地域の丹波帯を構成する地質体は，混在岩を特徴とする変形の著しい堆積岩コンプレックスと，

変形程度の小さい整然層に大別される．前者は岩相，地質構造及び地質年代に基づいて，構造的上位の

Ⅱ型地層群と下位のⅠ型地層群に区分される．Ⅱ型地層群は篠山盆地北側では，構造的上位から藤岡コ

ンプレックス・佐仲コンプレックス・三尾コンプレックスに三分され，盆地南側では上位から城南コン

プレックス・古市コンプレックスに二分される．Ⅰ型地層群は黒井コンプレックスから構成される．岩

相層序・構造的位置・地質年代から判断して，Ⅱ型地層群のうち藤岡コンプレックスは城南コンプレッ

クス，佐仲コンプレックスは古市コンプレックスに対応し，篠山盆地北側に分布する三尾コンプレック

スと黒井コンプレックスに対応する地質体は篠山盆地南側には分布しない．

　本図幅地域の各コンプレックスと周辺地域のそれらとの対応を第19図に示す．前項の研究史で述べ

たように，丹波帯中央部の堆積岩コンプレックスは構造的下位よりＴ I・ＴⅡ a・ＴⅡ b・ＴⅡ c

の各ユニットに区分された．本報告では地名をとってそれぞれの堆積岩コンプレックスを命名したが，
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丹波滞全体をみる場合ＴⅡ a・ＴⅡ b といった呼称は有効である．

　一方，整然層である高城山層は篠山盆地の南北両側に分布する．堆積岩コンプレックスが緑色岩・

チャートなどの海洋起源の物質を含むのに対し，高城山層は緑色岩・チャートを全く含まず，破断・変

形を受けていない．

Ⅳ．3　堆積岩コンプレックス

　堆積岩コンプレックスは緑色岩・チャートに代表される海洋起源の物質と睦源の砕屑岩が混合した地

質体であり，海洋プレートの沈み込みに伴って形成された付加体としてとらえることができる．堆積岩

コンプレックスは模式的に見掛け下位の緑色岩に始まり，チャートに代表される遠洋性堆積物を経て，

最上位には陸源の砂岩・頁岩が重なる海洋プレート層序(oceanic plate stratigraphy; Isozaki and Ma-

ruyama，1992)を有することが期待される．年代をみると，チャートは二畳紀あるいは三畳紀の微化石，

砕屑岩(頁岩)は三畳紀後期 -ジュラ紀の放散虫化石を産出し，見掛け上位ほど若い年代を示す傾向にあ

る．実際には断層による層序の繰り返しや混在岩の存在などのため原層序を保存していることはきわめ

て稀であるが，大局的にみて海洋プレート層序を読み取れることがある．例えば，佐仲コンプレックス

において，下部の緑色岩・チャートの上に厚い砂岩が重なる見掛けの層序はその特徴を示している（第

20図Ｃ参照）。このような見掛けの層序を有する地質体をひとつのユニットとして認定し，コンプレッ

クスと呼ぶ．コンプレックスは上下限を断層で画され，構造的下位のコンプレックスほど砕屑岩の年代

が若くなる傾向にある．

　本地域の堆積岩コンプレックスは構造的に上位からⅡ型地層群とⅠ型地層群に区分できる．Ⅱ型地層

群は篠山盆地の南北両側に分布し，Ⅰ型地層群は本図幅地域北部に分布する．いずれも東西ないし西北
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西- 東南東方向に延びる．各コンプレックスの地質柱状図を第20図に示す．以下に構造的に上位，すな

わち砕 岩の年代の古いものから順に記述する．

　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．11111 藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス（（（（（FmFmFmFmFm，，，，，FsFsFsFsFs，，，，，FcFcFcFcFc，，，，，FgFgFgFgFg）））））

　新称．篠山町藤岡口から藤岡奥に至る藤岡川沿いを模式地とする．

　分布分布分布分布分布　本コンプレックスは篠山盆地北側に沿って，西は氷上町石生から，東は篠山町丸山にかけて分

布し，南北分布幅は200 ｍから3ｋｍである．東隣の園部図幅地域(井本ほか，1991)のⅡ型地層群火

打岩ユニットに連続する．

　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本コンプレックスは，見掛け下位よりチャート・頁岩・砂岩・頁岩・チャート・頁岩

が累重し，全層厚は約1，340 ｍである(第20 図Ａ)．なお，篠山盆地北側には藤岡コンプレックスの上

位にある高城山層のさらに見掛け上位に頁岩・緑色岩から構成されるコンプレックスがある．この地層

は藤岡コンプレックスとは高城山層を挟んで隔離されているが，本報告では藤岡コンプレックスに含め

た．また，藤岡コンプレックスの頁岩から三畳紀後期を示す放散虫化石を得た(後述）．したがって，楠

・高城山団体研究グループ(1991)が指摘したようにＴⅡd ユニットが存在する可能性があり，藤岡コ

ンプレックスのほぼ南半分が三畳紀後期のコンプレックスとして区分される可能性がある．しかし，そ

の分布が明確でないため，本報告では藤岡コンプレックスに含め，ＴⅡc ユニットに対応するとして

おく(第19 図）．

　岩相岩相岩相岩相岩相　本コンプレックスは頁岩を主体とし，砂岩・チャート・緑色岩・石灰岩を含む．

　頁岩は一般に砂岩やチャートの岩塊を含み，混在岩の様相を呈する．頁岩は 離性を有する．一部に

は岩塊を含まない頁岩も存在するが，分布は狭く，混在岩と連続的であるので，頁岩として一括して

扱った．また，緑色岩と互層したり，緑色岩を多量に含む頁岩があるが，このような頁岩・緑色岩の複

合層は緑色岩として図示した．

　砂岩は数ｍ単位で頁岩と互層したり，頁岩中に岩塊として産出したりする．砂岩は一般に中-細粒で，

黒灰色を呈する．

　チャートは，本コンプレックスの見掛け最下部に産出するものが最も厚く，断続しながらも，東西に

1-5ｋｍ追跡することが出来る．他には見掛けの厚さ100ｍ以下の岩塊として存在する．チャートは黒

灰色・灰色・赤色などを呈し，単層の厚さが1-3ｃｍの層状チャートである．なお，山下ほか(1991)及

び石田ほか(1992)は藤岡奥においてチャート・珪質頁岩について生層序学的検討を行い，二畳紀・三畳

紀の連続層序を確認した．この露出は本コンプレックスの見掛け最下部のチャートに含まれる．

　緑色岩は，一般に暗緑色を呈し，玄武岩の溶岩及び火山性砕屑岩から構成される．佐仲ダム周辺に図

示した緑色岩は，頁岩と混在していたり，互層したりしている．

　酸性凝灰岩が丹南町石住に分布する．周囲の頁岩との関係は不明であり，分布範囲が狭く側方への連

続が確認できないので，地質図には示していない．岩相は灰色で，珪質である．鏡下では極細粒の珪長

質鉱物から構成され，雲母が定向配列し，球形の放散虫化石が含まれる．なお，楠・高城山団体研究グ

ループ(1991)は本地点周辺の頁岩・酸性凝灰岩から三畳紀後期の放散虫化石を報告している．

　石灰岩は柏原町上小倉の南南西約1．2ｋｍの尾根部に分布するが，現在は転石で確認されるのみであ
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るので，地質図には示していない．この石灰岩はかつて採掘されていた(小野山，1 9 3 1 )が，坂口

（1959)はこの採掘跡から紡錘虫化石の産出を報告した．

　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．22222　　　　　城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス（（（（（JmJmJmJmJm，，，，，JsJsJsJsJs，，，，，JcJcJcJcJc，，，，，JgJgJgJgJg）））））

　新称．丹南町真南条中から真南条上にかけての地域を模式地とする．

　分布分布分布分布分布　　　　　本コンプレックスは篠山盆地南側に沿って，西は丹南町松尾山周辺から，東は篠山町小多田に

かけて分布し，南北幅は1．5-2ｋｍである．本コンプレックスと後述の古市コンプレックスと合わせた

ものが東隣の園部図幅地域のⅡ型地層群未対比層(井本ほか，1991)に連続する．

　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本コンプレックスは全体として頁岩から構成され，砂岩・緑色岩を挟む．全層厚は

1，000ｍである(第 20図Ｂ)．

　岩相岩相岩相岩相岩相　　　　　本コンプレックスは頁岩を主体とし，砂岩・チャート・緑色岩を含む．岩相の特徴は既述の藤

岡コンプレックスと同様である．

　チャート・緑色岩は頁岩中の岩塊として出現し，連続は悪い．城南付近の緑色岩は，鏡下では単斜輝

石・斜長石の斑晶及び石基からなる玄武岩溶岩であり，発泡の空罷を細粒の石英が充襌する(第 21 図

 Ａ）．

　城南の南東方には酸性凝灰岩が分布する．側方への連続が確認されないため，地質図では表現してい

ない．この酸性凝灰岩は成層し，厚さは約10 ｍである．厚さ 2-3 ｃｍの粗粒部と数ｍｍの細粒部が互

層し，色は白色ないし緑色で，一部では赤味を帯びることがある．粗粒部を鏡下で観察すると，極細粒

石英の集合体を基質として，石英・長石・黒雲母の結晶が散らばる(第 21 図Ｂ）．

　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．33333　佐仲コンプレックス　佐仲コンプレックス　佐仲コンプレックス　佐仲コンプレックス　佐仲コンプレックス（（（（（SsSsSsSsSs，，，，，SmSmSmSmSm，，，，，ScScScScSc，，，，，SgSgSgSgSg）））））

　新称．西紀町小坂から佐仲ダムに至るルートを模式地とする．

　分布分布分布分布分布　本コンプレックスは藤岡コンプレックスの北側に沿って，西は氷上町横田から，東は篠山町知
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足北方にかけて分布し，南北幅は 700ｍから 2ｋｍに及ぶ．東隣の園部図幅地域のⅡ型地層群新水戸ユ

ニット(井本ほか，1991)に連続する．

　　　　　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本コンプレックスは見掛け下位の緑色岩・チャートに始まり，上半部は砂岩に富み，

チャートを挟む．全層厚は1，270ｍである(第 20図Ｃ）．

　岩相岩相岩相岩相岩相　本コンプレックスは砂岩・頁岩・チャート・緑色岩から構成される．岩相の特徴は既述の藤岡

コンプレックスと同様である．

　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．44444　古市コンプレックス　古市コンプレックス　古市コンプレックス　古市コンプレックス　古市コンプレックス（（（（（HsHsHsHsHs，，，，，HmHmHmHmHm，，，，，HcHcHcHcHc，，，，，HgHgHgHgHg）））））

　新称．丹南町城南東方 1 ｋｍから南へ，三田市愛宕山東方に至るルートを模式地とする．

　分布分布分布分布分布　本コンプレックスは城南コンプレックスの南側に沿って，西は丹南町住山から，東は丹南町と

三田市の境界である三国ヶ岳周辺にかけて分布する．南北分布幅は最大 2．5ｋｍに及び，南限は白亜紀

後期の有馬層群と不整合または断層の関係で接する．

　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本コンプレックスは見掛け下半部が頁岩・チャート，上半部が砂岩から構成される．

別のルートでは上半部の砂岩中に緑色岩・チャートが出現するが，これは地質図上では大きい岩塊とし

て示される．全層厚は1,330ｍである(第 20 図，Ｄ）．

　　　　　岩相岩相岩相岩相岩相　本コンプレックスは砂岩・頁岩・チャートから構成され，少量の緑色岩を含む．岩相の特徴は

既述の藤岡コンプレックスと同様である．

　第 22 図に，厚さ1ｍ以上の砂岩及び珪質頁岩の岩塊として含む頁岩のスケッチを示す．基質にあた

る頁岩は搭離性を有し，小さい砂岩岩塊を含む．

　第 23 図に砂岩中に貫入した石英脈を示す．山南町阿草からこの砂岩の露出する丹南町住山にかけて，

かつて鉱山が存在した記録があり(IX．1章参照），有馬層群の境界に沿って丹波帯の岩石はやや熱変成

を受けている．
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　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．55555　三尾コンプレックス　三尾コンプレックス　三尾コンプレックス　三尾コンプレックス　三尾コンプレックス(((((McMcMcMcMc，，，，，MmMmMmMmMm，，，，，MgMgMgMgMg）））））

　新称．西紀町佐仲ダム北方から佐仲峠を経て，三尾山に至るルートを模式地とする．

　分布分布分布分布分布　本コンプレックスは佐仲コンプレックスの北側に沿って，西は氷上町犬岡から，東は篠山町と

西紀町の境界である三嶽周辺にかけて分布し，南北分布幅は 500ｍ -1.5ｋｍである．東隣の園部図幅地

域のⅡ型層群小金ケ嶽ユニット(井本ほか，1991）に連続する．

　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　本コンプレックスは見掛け下位よりチャートと頁岩が累重し，全層厚は 770 ｍであ

る(第 20図Ｅ）．

　岩相岩相岩相岩相岩相　　　　　本コンプレックスはチャート・頁岩から構成され，少量の緑色岩を含む．チャートは見掛けの

厚さが 500 ｍに達し，東西によく連続し，東隣の園部図幅地域にも連続する．岩相は既述の藤岡コン

プレックスと同様である．

　第 24 図に頁岩の露頭写真を示す．搭離性を持った灰色を呈する頁岩で，チャートの小岩塊を含む．

周囲の頁岩は厚さ 2 -7 ｍの層状チャートの岩塊を挟む．

　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．66666　黒井コンプレックス　黒井コンプレックス　黒井コンプレックス　黒井コンプレックス　黒井コンプレックス（（（（（ImImImImIm，，，，，IcIcIcIcIc，，，，，ItItItItIt，，，，，IsIsIsIsIs）））））

　命名は栗本・牧本(1990)による．春日町野瀬から野瀬峠に至る赤土谷と，春日町原から三春峠に至る

道路に好露出がある．

　分布分布分布分布分布　本コンプレックスは三尾コンプレックスの北側に沿って，西は春日町野山から，東は西紀町鼓

峠にかけて分布し，南北分布幅は最大 4．5ｋｍである．北隣の福知山図幅地域(栗本・牧本，1990)の黒

井コンプレックス及び東隣の園部図幅地域(井本ほか，1991)のⅠ型地層群に連続する．
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　見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序見掛けの層序　アンチフォームの北翼では，見掛け下位よりチャートと頁岩が交互に累重し，全層厚

は 2，550mである(第 20図Ｆ）．一方，南翼では頁岩から構成され，全層厚は 990ｍである(第 20図Ｇ）．

　岩相岩相岩相岩相岩相　本コンプレックスは主として頁岩から構成され，チャート・砥石型珪質頁岩・砂岩頁岩互層を

含む．緑色岩は分布しない．

　頁岩には，砂岩やチャートの岩塊を含むものと，岩塊をほとんど含まないものがある．岩塊を含む頁

岩は一般に搭離性を有し，暗灰色・灰色を呈する．一方，岩塊を含まない頁岩は黒色・灰色・灰緑色な

 どを呈し，凝灰質または珪質であることがある．成層し，葉理が観察されることもある．

　チャートは一般に灰白色で，単層の厚さが1-5ｃｍの層状チャートである．単層間の挟みの頁岩は数

ｍｍと一般には薄いが，チャート単層部と同じ程度に浮くなることがある(第 25 図Ａ）．また，挟みの

頁岩は珪質または凝灰質で，灰色または白色である．チャートは層序的に上位に向かって，しだいに珪

質部が薄く，頁岩部が厚くなり，珪質泥岩に移化する．

　砥石型珪質頁岩はチャートの下位に存在し，本図幅地域において 2 層準で確認された．砥石型珪質頁

岩は灰白色を呈し，板状に割れ安い(第 25図Ｂ）．層理に平行に搭離しやすく，搭離面上にコノドント

化石の形状が認められる．鏡下では，シルトより大きい砕屑粒子を含まず，微晶質石英・イライト・緑

泥石などからなる．まれに放散虫化石の仮像が見られる(第 25 図Ｃ）．なお，砥石型珪質頁岩から産出

したコノドント化石は三畳紀前期とされている(Igo and Koike，1983）．

　砂岩頁岩互層は砂岩優勢な互層であり，福知山図幅地域からの連続として，北縁部にわずかに分布す

る．
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　　　　　ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333 ．．．．．77777 　産出化石と地質年代　産出化石と地質年代　産出化石と地質年代　産出化石と地質年代　産出化石と地質年代

　本図幅地域の丹波帯からは，石賀(1983)により放散虫化石の産出が報告されている．今回，新たに

チャート・頁岩から年代決定に有効な放散虫化石を検出した．本図幅地域から産出した放散虫化石を第

1 表に，産出地点を地質図に，代表的な放散虫化石を第Ⅰ図版に示す．各コンプレックス構成岩類は岩

相によりそれぞれ異なった地質年代を示し，Ⅱ型地層群では二畳紀からジュラ紀，Ⅰ型地層群では三畳

紀- ジュラ紀に及ぶ．本章で述べる堆積岩コンプレックスの形成年代とは，海洋プレートの沈み込みに

よって海洋起源の物質と陸源性砕屑物の複合した地質体として構成された時期をいい，その年代は砕屑

岩（頁岩）に含まれる放散虫化石が示す最も若い年代あるいはそれ以降である．

　藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス藤岡コンプレックス　チャートから産出した放散虫化石についてみると，地点8 の赤色チャートから

は Follicucullus scholastics が産出する．F. Dscholastics は二畳紀中期後葉-後期を示す(Ishiga，1986)こと

から，地点8 の赤色チャートは二畳紀中期後葉 - 後期のものである．地点9 の赤色チャートからは，

Follocucullus sp. と Neoalbaillella sp. が産出する． Neoalbaillella 属は二畳紀後期に産出する(Ishiga，

1986）ことから，地点9の赤色チャートは二畳紀後期のものである．

　次に頁岩についてみると，地点10の頁岩からは Canoptum cf. triassicum をはじめ多数の Canoptum

　sp．及び第1 表には掲載していないが Dictymitrella sp. が産出する．C.triassicum を代表種とする

C. triassicum 群集帯は三畳紀後期後半を示す（Yao，1982）ことから，地点10の頁岩は三畳紀後期後半の
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ものである．地点7の頁岩からは Canoptum sp. が産出する．Canoptum 属は三畳紀後期-ジュラ紀前

期に産出するとされている(Pessagno et al., 1979)ことから，地点7の頁岩は三畳紀後期-ジュラ紀前期

の可能性がある．地点6の頁岩からは Trillus(?) sp. と Hsuum sp. が産出する．Trillus 属はジュラ紀

前-中期(Pessagno and Blome，1980），Hsuum 属はジュラ紀前期-白亜紀前期(Pessagno and　Whalen，

1982）に産出するとされていることから，地点6 の頁岩はジュラ紀の可能性がある．

　以上の資料から，藤岡コンプレックスの形成年代は三畳紀後期後半- ジュラ紀あるいはそれ以降であ

る．

　城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス城南コンプレックス　地点13 のチャートからは Triassocampe sp., Corum sp. が産出する．Trias-

socampe 属は三畳紀中期-後期，Corum 属は三畳紀後期(Blome，1984)に産出することから，地点13

のチャートは三畳紀後期のものである．

　地点12の赤色真岩からは compound typeのコノドント化石が産出する．この赤色頁岩はチャートに

伴って出現する．コノドント化石の産出から，地点12 の赤色頁岩は三畳紀以前のものである．

　地点11 の頁岩からは Canoptum sp., Hsuum sp. が産出する．Canoptum属は三畳紀後期-ジュラ紀

前期（Pessagno et al., 1979），Hsuum属はジュラ紀前期-白亜紀前期(Pessagno and Whalen， 1982）に

産出することから，地点11 の頁岩はジュラ紀前期の可能性がある．

　以上の資料から，城南コンプレックスの形成年代はジュラ紀前期あるいはそれ以降である．

　　　　　佐仲コンプレックス佐仲コンプレックス佐仲コンプレックス佐仲コンプレックス佐仲コンプレックス　地点14 のチャートからは compound type のコノドント化石が産出することか

ら，その地質年代は三畳紀以前である．地点16のチャートからは Pantanellium sp.と属種不明の Nas ‐

sellaria が産出する．Pantanellium 属は三畳紀後期-白亜紀前期から産出するとされている（Pessagno

and Blome，1980）．

　地点17 の赤色頁岩からは Parahsuum cf. simplum, P. cf. ovale , Canoptum sp. などが産出する．

P. simpumや P. ovaleはジュラ紀前期前葉を示す Prahsuum simplum群集帯(Yao，1982)の構成種であ

ることから，地点 17 の赤色頁岩はジュラ紀前期前葉のものである．

　地点15 の頁岩からは Hsuum sp., Eucyrtidiellum sp., Archicapsa pachydermaが産出する．Hsuum

属はジュラ紀前期-白亜紀前期(Pessagno et al.,1982), Archicapsa pachyderma はジュラ紀前期-中期

前半(Matsuoka and Yao，1986)に産出するとされている．したがって，地点15の頁岩はジュラ紀前期

-中期前半の可能性がある．地点 19 の頁岩からは Archicapsa pachyderma, Hsuum sp., Parvicingula

sp., Stichocapsa sp. が産出することから，地点19の頁岩はジュラ紀の可能性がある．地点18及び20

の頁岩からは Hsuum sp., Tricolocapsa sp., Archaeodictyomitra sp. が産出する．Tricolocapsa属は

ジュラ紀を特徴付ける属であり，ジュラ紀中期以降に多産することから，地点18及び20の頁岩はジュ

ラ紀中期の可能性がある．

　以上の資料から，佐仲コンプレックスの形成年代はジュラ紀前期-中期あるいはそれ以降である．

　古市コンプレックス古市コンプレックス古市コンプレックス古市コンプレックス古市コンプレックス　地点22 のチャートからは，Follicucullus scholasticsが産出することから，こ

のチャートは二畳紀中期後葉- 後期のものである．地点21 のチャートからは属・種不明のNassellaria

が産出するのみで，年代決定は困難である．地点23，24 の珪質頁岩からは Archicapsa pachyderma が

産出することから，ジュラ紀の可能性がある．
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　今回，頁岩からは年代を決定する放散虫化石は得ることができず，本コンプレックスの形成年代は明

確にできなかったが，ジュラ紀に形成されたと推定される．

　三尾コンプレックス三尾コンプレックス三尾コンプレックス三尾コンプレックス三尾コンプレックス　地点30 のチャートからは Pseudoalbaillella sp.が産出する．Pseudoalbaillella

属は二畳紀前-中期を示す(Ishiga，1986)ことから，地点30のチャートは二畳紀前-中期のものである．

地点28のチャートは Zartus(?) sp.が産出する．Zartus属はジュラ紀前期-中期に産出する(Pessagno

and  Blome，1980)とされていることから，地点28のチャートはジュラ紀前期-中期のものである．

　頁岩についてみると，地点26 の頁岩からは compound typeのコノドント化石が産出することから，

この頁岩は三畳紀以前である．この頁岩はチャートに密接に伴って産出し，地質図においてもチャート

分布城中に含まれる．地点 29の頁岩からは Tricolocapsa(?) cf. fusiformis, Stichocapsa sp. Eucyrtidiel-

lum sp. が産出し，この放散虫化石群集はジュラ紀中期前半を示す八尾(1986)のUnuma echinatus群

集帯(Matsuoka and Yao(1986)の Tricolocapsa plicarum帯)に相当する可能性が高い．地点25 の頁岩

からは Tricolocapsa sp. が産出することから，地点25の頁岩はジュラ紀中期のものであろう．地点27

の頁岩からは属・種不明のNassellariaが産出する．

　以上の資料から，三尾コンプレックスの形成はジュラ紀中期前半あるいはそれ以降である．

　黒井コンプレックス黒井コンプレックス黒井コンプレックス黒井コンプレックス黒井コンプレックス　地点32，35，36(Ｒ 58710)，37 のチャート及び地点37 の珪質頁岩からは，

compound typeのコノドント化石が産出することから，これらの地質年代は三畳紀以前である．地点

46及び47(Ｒ 58724)のチャートからは Epigondollella sp.が産出することから，これらの地質年代は三

畳紀後期である．地点43及び47(Ｒ 58723)のチャートからは Triassicampe cf. deweveriが産出する．こ

れらの放散虫化石は三畳紀中期を示すT. deweveri群集帯(Yao，1982)に相当する．したがって，地点

43及び47(Ｒ 58723)のチャートは三畳紀中期のものである．地点31のチャートからは Tricolocapsa sp.

と Stichocapsa sp.，地点41 のチャートからは Parahsuum sp.が産出することから，これらのチャート

はジュラ紀のものである可能性がある．地点36(Ｒ 58711)及び地点42のチャートから産出した放散虫

化石からは年代を限定することができない．

　地点 40 及び 44 の頁岩からは Tricolocapsa cf. conexaが産出し，地点 40 の頁岩からは Archaeo-

dictymitra sp. も産出する．これらの放散虫化石は八尾(1986)の Guexella nudata群集帯あるいは

Gongylothorax sakawaensis-Stichocapsa naradaniensis群集帯(Matsuoka and Yao(1986)の T.conexa

帯あるいは Stylocapsa(?) spiralis帯)に相当する．前者はジュラ紀中期後半，後者はジュラ紀後期前葉

を示すとされている．したがって，地点40及び44の頁岩はジュラ紀中期後半-後期前葉のものである．

地点53 の頁岩からは Tricolocapsa cf. plicarumが産出することから，ジュラ紀中期前半を示すUnuma

　echinatus群集帯またはそれ以降の群集帯に相当する可能性がある．したがって，地点53の頁岩はジュ

ラ紀中期前半またはそれ以降のものである．地点33，34，35，38，39，49，50，51，52の頁岩及び地点48

の珪質頁岩からは，Archaeodictyomitra, Tricolocapsa, Parvicingula, Stichocapsa属のいずれかの放散

虫化石が産出する．これらの放散虫化石がいずれの放散虫化石帯に相当するか確定できないが，構成種

から判断してジュラ紀中期のものであろう．地点 45の頁岩からは属・種不明の Nassellariaが産出す

る．なお，石賀(1983)は本図幅と東隣の園部図幅地域にまたがる黒井コンプレックスからジュラ紀後期

を示す放散虫化石を報告した．それらのうち3 試料はジュラ紀後期前葉を示すGongylothorax saka ‐
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waensis-Sticocapsa naradaniensis 群集帯(当時は Gon-

gylothorax sakawaensis-Stichocapsa sp. C 群集帯），1 試

料はジュラ紀後期中葉を示す Tricolocapsa yaoi 群集帯

（当時は Tricolocapsa sp. O 群集帯)である．

　以上の資料から，黒井コンプレックスの形成年代は

ジュラ紀中期後半 - 後期中葉あるいはそれ以降である．

ⅣⅣⅣⅣⅣ．．．．．33333．．．．．88888　　　　　砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成

　楠・武蔵野(1989)は京都府周山地域を中心に，木村ほ

か(1989)は綾部図幅地域において砂岩の鉱物組成を検討

した．彼らによると，構造的に上位のユニット(コンプ

レックス)から下位のユニット，すなわち砕屑岩の年代

（堆積岩コンプレックスの形成年代)が若くなるに従い，

岩片が減少し，石英が多くなる傾向がある．これは砕屑

物の後背地の系統的・連続的変化を反映しており，地史

の考察に有用である．

Ⅳ．4　高 城 山 層（Ts，Tm）

　命名は石賀ほか(1987)による．本層の層序・岩相・地

質年代の記述はほぼ栗本(1992)に従う．

　分布分布分布分布分布　高城山層は篠山盆地を取り囲むように分布する．

本層の上限は超丹波帯の上滝層あるいは味間層と断層関

係にあり，下限は藤岡コンプレックス及び城南コンプ

レックスと断層関係にある．篠山盆地北側の一部におい

ては藤岡コンプレックスの中に上下限を断層で画されて

分布する．丹南町味間奥周辺では有馬層群と断層，貫入

あるいは不整合のいずれかの関係にある．

　層序層序層序層序層序　篠山盆地北側において化石産地を含むルートで

の地質柱状図と篠山盆地南側での地質柱状図を第 26 図

に示す．

　篠山盆地北側では，本層は下位より塊状砂岩 200 ｍ，

成層砂岩 5 ｍ，頁岩 30 ｍが重なり，全層厚は 235 ｍで

ある．成層砂岩は下部では10-20ｃｍ，上部では 2-5ｃｍ

の厚さで成層し，上方に薄層化する傾向がある．頁岩の

挾みは極めて薄く，認められないことが多い．野外にお
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いて，成層砂岩と頁岩の間には地層面にほぼ平行な断層が存在し，約10ｃｍの破砕帯を伴う(第 26図）．

このように砂岩と上位の頁岩は実際には断層関係にあるが，下位より上位に向かって塊状砂岩，成層し

た砂岩，頁岩に至る上方細粒化の層序を示すと推定される．

　一方，篠山盆地南側では，本層は塊状砂岩を主体とし，しばしぼ頁岩を挟む．全層厚は約 450 ｍで

ある．

　岩相岩相岩相岩相岩相　高城山層は主として砂岩から構成され，頁岩及び砂岩頁岩互層を伴う．砂岩は一般に塊状・中

粒で，灰色 -灰白色を呈し，淘汰がよい．また，砂岩は成層し，頁岩と互層することがある(第 27図Ａ)．

頁岩はややシルト質で，黒色ないし暗灰色を呈し，成層する(第 27 図Ｂ）．搭離性の発達は弱く，砂岩

の挟みは全く認められない．

　　　　　産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代産出化石と地質年代　高城山層上部の頁岩(地点 54)より，Tricolocapsa cf.conexa, Protunuma sp.

が産出した．T. cf. conexa は殻表面の縦方向の plicae に対して直交する ridge が明瞭に観察され，

Protunuma sp. は種名の決定までは至らなかったが，間隔の広い plicae を有し，Plicae の間に pore の

並びがかすかに判別できる（化石写真は栗本(1992)のFig．4を参照）．これらの放散虫化石は八尾(1986)

の Guexella nudata 群集帯あるいは Gongylothorax sakawaensis-Stichocapsa naradaniensis 群集帯(Ma ‐

tsuoka and Yao(1986)の T. conexa 帯あるいは Stylocapsa(?) spiralis 帯)に相当する．前者はジュラ紀中

期後半，後者はジュラ紀後期前葉を示すとされている．したがって，放散虫化石の産出に基づいて，高

城山層は中部ないし上部ジュラ系を含む．
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　砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成砂岩の鉱物組成　塊状砂岩の顕微鏡写真を第27 図Cに示す．淘汰のよい石英粒子を主体とし，ほか

にカリ長石・斜長石を含む．鉱物組成の検討によると基質の少ない長石質のアレナイトであり，6 試料

の平均では基質8．3％，石英57．1％，カリ長石19．7％，斜長石4．0％，岩片10．9％である．カリ長石

にはパーサイト構造やマイクロクリンが顕著である．岩片は酸性火成岩が圧倒的に多く，約7割を占め

る．楠・武蔵野(1990)は高城山層の砂岩の鉱物組成を報告したが，今回の検討結果とほぼ調和的である．

Ⅳ．5　地 質 構 造

　丹波帯の形成丹波帯の形成丹波帯の形成丹波帯の形成丹波帯の形成　本図幅地域の丹波帯構成岩類について，上述の微化石に基づくチャート・珪質頁岩・

頁岩の年代分布を第28 図に示す．まず，堆積岩コンプレックスについてみると，構造的上位に位置す

る藤岡・城南コンプレックスの頁岩の地質年代は三畳紀後期- ジュラ紀前期を示し，他のコンプレック

スより明らかに古い．一方，構造的最下位にある黒井コンプレックスの頁岩の年代はジュラ紀後期を含

み最も若い．このように構造的上位から下位に行くに従い，頁岩の放散虫化石年代が若くなる傾向があ

る．この放散虫化石年代は各コンプレックスの形成年代を示しており，堆積岩コンプレックスは構造的

に上位のものから順に海洋プレートの沈み込みに伴う付加体として形成されていった．



－36 －

　一方，整然層である高城山層の頁岩からはジュラ紀中期後半-後期前葉を示す放散虫化石が産出する．

この地質年代は黒井コンプレックスの頁岩の地質年代に重複する．このことは最も若い，つまり構造的

下位の堆積岩コンプレックス(Ⅰ型地層群)が付加過程を通じて形成されていた時期に，緑色岩・チャー

トを全く含まない整然層が堆積したことを示す．このような整然層の堆積場としては大陸斜面上の堆積

盆地などが推定される．篠山盆地北側において，高城山層は上下を断層で画されて堆積岩コンプレック

スに挟まれていることから(後述の丹波帯と超丹波帯の関係を参照），堆積後にコンプレックスの覆瓦構

造に巻き込まれたと推定される．

　　　　　阿草断層阿草断層阿草断層阿草断層阿草断層　　　　　柏原町上小倉での阿草断層付近のルートマップを第29 図に示す．南北性の断層が2 本確

認され，東側のものが阿草断層に相当する．阿草断層は石英斑岩の東端を画し，断層の東側には藤岡コ

ンプレックスの頁岩が分布する．確認された石英斑岩の幅は約10 ｍである．西側の断層は阿草断層と

ほぼ平行な走向・傾斜を有し，藤岡コンプレックスの中を通過し，東西性の岩脈を切っている．この地

点より北方には阿草断層及び石英斑岩は確認されない．

　　　　　丹波帯と超丹波帯の関係丹波帯と超丹波帯の関係丹波帯と超丹波帯の関係丹波帯と超丹波帯の関係丹波帯と超丹波帯の関係　篠山盆地北側には超丹波帯及び丹波帝の地層が狭い範囲に複雑に分布する．

第30 図に今福北方と新荘付近のルートマップを示し，地層間の関係を記述する．

まず，今福北方(第 30 図Ａ)では味間層の分布がはっきり確認されず，上滝層と丹波帯に属する高城
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山層・藤岡コンプレックスが分布する．上滝層の砂岩の北側には藤岡コンプレックス，さらにその北に

高城山層砂岩が分布する．藤岡コンプレックスは本体の同コンプレックスからは隔離されて，両側を断

層で画されている．主に頁岩と緑色岩から構成され，頁岩中に砂岩の岩塊が含まれる．

次に，新荘付近(第30 図Ｂ)では，南より味間層の砂岩頁岩，上滝層砂岩，藤岡コンプレックス及び
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高城山層の頁岩・砂岩が分布する．ここでも藤岡コンプレックスは本体の同コンプレックスからは隔離

されて，両側を断層で画されている．

　栗本(1992)は丹波帯の構成岩類の中で高城山層が最上位に位置するとしたが，上述のように高城山層

の上位にも堆積岩コンプレックス(本報告では藤岡コンプレックスに含めた)が確認され，同層は藤岡コ

ンプレックス中に上下限を断層で画されて分布する．これらの丹波帯の地質体の上に超丹波帯の地質体

が累重する．本来，味間層によって不整合に覆われる上滝層が丹波帯の地質体に衝上したと考えられる

が，一部では上滝層が欠如し，味間層が直接高城山層と断層で接することがある．
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Ⅴ．篠 山 層 群

（吉川敏之）

Ⅴ．1　研 究 史

　篠山層群という名称は，小野山(1931)が篠山盆地及びその西方に分布する地層に対して篠山統と命名

したものを，新井・坂口(1955)が篠山層群と呼んだのが始まりである．

篠山層群について初めて記載したのは山下(1895)で，岩相の類似から硯石統に対比した．小野山

(1931)は篠山盆地周辺の調査を行い，篠山層群の分布と基盤との層序関係を明らかにした．坂口(1959）

は篠山盆地周辺の層序と構造について詳細な研究を行い，篠山層群を主に礫岩・砂岩・泥岩からなる下

部層と，角閃石安山岩火砕岩を主とする上部層とに二分した．同じ頃，化石の研究も盛んで，円増・中

沢(1956），坂口(1959），楠見(1961)が貝蝦化石を，Ota(1960)が軟体動物化石を，円増(1958），楠見

(1961)が植物化石を報告している．楠見(1961)はまた，現生の貝蝦類の研究から得られた分類基準を化

石貝蝦に応用し，その分類を試みるとともに，篠山層群の貝蝦化石の生息環境を内陸盆地の泥湿地と推

定した．

1960年代までは，篠山層群の基盤である中・古生界は地向斜堆積物と考えられていたが，1970年代

後半から1980 年代の活発な研究によって，その地帯区分や層序・構造・形成年代は大きく書き換えら

れてきた．それに伴い，篠山層群は丹波帯・超丹波帯の構造形成や堆積場を議論する上でも地質学的に

重要な位置を占めるようになった．しかし，この時期には基盤の層序・構造の解明が進められる一方，

篠山層群に関しては井本・京都教育大礫岩研究グループ(1977），石賀・京都教育大礫岩研究グループ

（1978）の礫岩の礫種に関する研究があるものの，層序・構造に関する詳しい調査は行われなかった．

1980 年代になると，篠山層群の放射年代が盛んに報告されるようになった(弘原海ほか，1983，渋

谷・笹嶋，1984，弘原海，1987，通産省資源エネルギー庁，1988，松浦・吉川，1992），年代値に

はややばらつきもあるが，いずれも白亜紀前期ということでは一致している．また，最近，田村(1990

a，b)は，軟体動物，シャジクモの生卵器及び貝形類の化石の産出を報告している．

　清水(1991a，b)は篠山盆地東部の篠山層群の層序・構造について研究を行い，基盤の丹波帯・超丹波

帯のシンフォーム構造の形成時期を篠山層群堆積以前であると考察した．吉川(1993)は篠山層群の層序

・構造を明らかにし，シンフォーム構造を形成した造構運動は，少なくとも篠山層群下部層堆積時まで

続いていたと考えた．



－ 40 －

Ⅴ．2　概　要

篠山層群は，本図幅中央部 - 東部の篠山盆地及びその西方の山南町下滝地域に分布する．篠山盆地は

丹波帯・超丹波帯の地層群が構成する篠山シンフォームの軸部に位置しており，篠山層群は篠山シン

フォームとほぼ一致する軸をもつ向斜構造をなす．ただし，基盤の丹波帯・超丹波帯の構造とは違って，

篠山層群は軸部に向かって上位層が露出する単純な向斜構造である．篠山盆地の篠山層群は東西約13

　ｋｍ，南北最大 3．5 ｋｍの広がりをもち，このうち東部約 3 ｋｍの範囲は東隣の園部図幅地域に相当す

る．下滝地域の篠山層群は，南西に開いた複向斜構造をなし，有馬層群に緩傾斜に覆われて分布してい

る．被覆層を無視すれば，その広がりは東西約 3 ｋｍ，南北約 4 ｋｍに及ぶ．篠山層群の全層厚は，篠

山盆地で1，500ｍ以上に達する．

篠山層群は大きく下部層と上部層に区分される(坂口，1959）．下部層は篠山盆地及び下滝地域に分布

するが，上部層は篠山盆地東部のみに限られ，下滝地域には分布しない．

篠山層群が直接覆うのは超丹波帯に属する味間層と柏原層及び上滝層である．篠山層群が丹波帯の地

層を覆う例は知られていない．篠山層群と超丹波帯の地層との関係は本図幅内でも数か所で観察できる

が，両者の接する不整合面がみられるのは坂口(1959)によって報告された丹南町川代の県道沿いの露頭

のみである．

篠山層群の上位には不整合で有馬層群阿草層が重なる．流紋岩溶岩が直接覆う場合，礫岩が覆う場合，

また溶結凝灰岩が重なる場合の 3通りがあり，不整合露頭は下滝地域の数か所で観察できる．また，鴨

川層の流紋岩が篠山層群を貫いており，山南町篠場北方では流紋岩の潜頂丘岩体が篠山層群をドーム状

に押し上げていると考えられる．下滝地域の篠山層群には，大量のひん岩岩脈・シルが貫入している．

なお，現在まで篠山層群からは淡水棲の化石のみが産出しており，篠山層群は陸成層と考えられる．

Ⅴ．3　岩 相 層 序

篠山層群の模式柱状図を第 31 図に，柱状対比図を第 32 図に示す．

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．33333 ．．．．．11111 　　　　　下部層下部層下部層下部層下部層（（（（（l S sl S sl S sl S sl S s）））））

下部層は篠山盆地内部及び盆地周辺の丘陵と，下滝地域に分布する．礫岩，粗粒砂岩(細礫・小礫を

含む），細粒砂岩，泥岩及び黒色頁岩からなり，流紋岩凝灰岩を主に下部の層準に挟む．黒色頁岩は他

の泥岩より硬質で搭離性が強いが，分布はごく少なく，丹南町川代及び山南町阿草の篠山川河床にのみ

露出している．黒色頁岩以外の礫岩・砂岩・泥岩は，一般に暗赤褐色から淡赤褐色を呈する．なお，地

質図には流紋岩凝灰岩は 3 層しか示されていないが，実際には更に数層存在する．下部層の全層厚は

1，300ｍを越える．

下部層では，しばしば礫岩・粗粒砂岩からなる粗粒相と，細粒砂岩・泥岩からなる細粒相とが 20-50

ｃｍ単位で規則的に互層する．西紀町宮田東方では，粗粒砂岩・細粒砂岩・泥岩の互層(まれに礫岩を



－ 41 －

挟む)が層厚 60 ｍ以上にわたって連続しているのが観察された．粗粒相の淘汰は一般に悪く，礫の形

状は亜角礫ないし亜円礫である．なお，篠山盆地と下滝地域の礫岩の礫種構成には，明瞭な違いがみと

められる(井本・京都教育大礫岩研究グループ，1977，石賀・京都教育大礫岩研究グループ，1978）．

篠山盆地では砂岩及びチャートの礫が卓越するのに対し，下滝地域ではこれらに加えて石灰岩，結晶片

岩，火山岩などが含まれており，より多様である．礫径は最大 6ｃｍ程度のことが多い．礫岩は下位の

砂岩や泥岩を削り込んで堆積していることもあり，チャネル充襌堆積物と考えられる．堆積構造の保存

はよくないが，砂岩・泥岩互層に明瞭な級化構造の認められることは少ない．砂岩にはまれに斜交層理

がみられ，細粒砂岩や泥岩には雨痕，生痕もみられる(円増，1958）．

一方，礫岩が厚さ100ｍ以上にわたって発達することもある．このような場合には礫径は最大 25ｃｍ

に及び，基質も乏しくかつ粗粒である．礫の淘汰も悪く，円磨度も円礫から角礫まで多様である．また，

正級化構造を示すことがある．篠山盆地では，礫岩が厚く発達するのは盆地西部で，特に向斜構造の南

翼側で顕著である．

流紋岩凝灰岩はほとんどが下部の層準に挟まれており，上部にはごくまれである．岩質は黒雲母含有

流紋岩質で，白色から淡青緑色を呈し，平行葉理が発達することがある．一般に硬質で，成層構造も明

瞭であるが，一部では風化・変質の著しいこともある．層厚は一般には数10ｃｍ -2ｍ程度であるが，

丹南町川代の篠山川河床では最大約 20ｍの層厚を有する．側方への層厚の変化が大きいことから，流

紋岩凝灰岩のかなりの部分は，堆積後に上位の地層に覆われる以前に削搭されていたり，再移動してい

ると考えられる．

下部層には安山岩質の凝灰岩類はみられないが，しばしば安山岩凝灰質砂岩は存在する．このような

砂岩には，肉眼的には認めにくいが，鏡下では安山岩ないしひん岩の岩片が観察される．ただし，上部

層の凝灰質砂岩と違って，角閃石を含むことはほとんどない．
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篠山層群下部層には，堆積後間もない時期に形成されたと思われる未固結変形構造が各所にみいださ

れる．山南町下滝地域の篠山川河岸では，赤褐色の細粒砂岩から泥岩の基質の中に礫岩がブロックまた

は不規則レンズ形として含まれているのが模式的に観察される(第 33図）．基質の細粒砂岩から泥岩に

は層理もみられず，剪断変形が著しい．礫岩ブロックは長径約 30ｃｍから数ｍ大に及び，基質とは対

照的に，成層構造が比較的よく保存されている例も多い．他の地域でも，砕屑岩脈，波長数ｍのスラ

ンプ褶曲，コンボルート層理がしばしばみられる．
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ＶＶＶＶＶ．．．．．33333 ．．．．．22222 　上部層　上部層　上部層　上部層　上部層((((( uSvuSvuSvuSvuSv，，，，，uSsuSsuSsuSsuSs）））））

上部層は篠山盆地東部の丘陵地にのみ分布する．下部は角閃石安山岩の火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩，

細粒凝灰岩，凝灰質砂岩，礫岩からなり，上部は泥岩及び細粒砂岩からなる．下部層を直接覆うのは，

角閃石安山岩の礫を多量に含む礫岩や凝灰質砂岩のことが多く，凝灰岩類が重なることはまれである．

上部層の層厚は約250m である．

角閃石安山岩火砕岩は暗赤褐色を呈し，ほぼ塊状で，角閃石安山岩の類質岩片に富む．岩片は円磨さ

れていることが多く，長径は一般に2-10ｃｍ，篠山町野間周辺では30ｃｍ大に達する．細粒凝灰岩は

淡赤褐色を呈し，塊状で一見泥岩様に見えるが，斜長石や角閃石の結晶片，または軽石片を含んでいる．

篠山町王地山の露頭では，火山礫凝灰岩層の問に10-15ｃｍの泥岩を挟在し，この泥岩中に生痕(這い

あと)がよく保存されている．このことから，安山岩火砕岩の堆積した環境は，少なくともその一部は

水中であったことが推定される．なお，上部層の安山岩火砕岩と同じ岩質の溶岩や貫入岩は確認されて

おらず，噴出口は特定できていない．

火砕岩類より上位は，やや凝灰質な淡黄褐色の塊状泥岩が主となる．下部層の岩相と似ることもある

が，角閃石や斜長石の結晶片を多量に含むことがあり，また下部層のように互層が顕著に発達すること

はない．一般に砕屑物は細粒で，火砕岩類より上位には礫岩は認められない．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　単斜輝石含有角閃石安山岩火山礫凝灰岩



－45 －

　GSJ R 58867［OJI-4］：篠山町王地山南麓採石場跡
　結晶片：斜長石（径2ｍｍ以下），普通角閃石（長径2ｍｍ以下：Z＝緑色），単斜輝石（径0.4ｍｍ±），燐
　　　　　灰石，黒雲母，不透明鉱物，ジルコン．
　基質：ガラス片，斜長石，角閃石，不透明鉱物．
　岩片：角閃石安山岩．
　岩片は角閃石安山岩の類質岩片がほとんどで，異質岩片はごく少ない．岩片中の角閃石はしばしば著しく
　オパサイト化している．　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅴ．4　地 質 年 代

篠山層群からはこれまでに，円増・中沢(1956），坂口(1959），Ota(1960），楠見(1961），田村(1990

a，b)により，貝蝦，植物，貝形類，非海棲軟体動物の化石が報告されている(第2表）．しかし，年代決
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定上有効な海棲示準化石の産出は報告されていない．

篠山層群の放射年代は，下部層の流紋岩凝灰岩と上部層の角閃石安山岩火砕岩類から報告されている

が，測年試料の産状や測定結果の記載が不十分なものもある．これまでに測定された篠山層群の放射年

代値を第3表に示す．最近，松浦・吉川(1992)は篠山層群の年代について詳しい検討をおこない，篠山

層群下部層基底部の形成が Tithonian-Berriasian境界に，篠山層群上部層の安山岩火砕岩の活動が

Aptian-Albianに当たるとしている．

　　

Ⅴ．5　地 質 構 造

篠山盆地の篠山層群は向斜構造をなしており，盆地のほぼ中央に東西方向の向斜軸が位置する．この

向斜構造は盆地西端部及び東端部(園部図幅地域内)でともに閉じており，舟底状構造(坂口，1959)を

なしている．南北性の断層が数本みられるが，本図幅内では変位量の大きなものはない．地層の傾斜は

下部ほど大きく，また向斜の南翼と北翼では，北翼側のほうが一般に傾斜は大きい．

一方，下滝地域の篠山層群は北東- 南西方向の軸をもつ南西方向に開いたゆるい複向斜構造をなして

いる．地層の傾斜は篠山盆地同様に下部ほど大きい傾向がある．ただし，有馬層群のドーム状流紋岩の

貫入の影響をうける北西部では，地層の構造はやや乱れている．

篠山盆地の篠山層群は，下部層が西部に，上部層が東部に分布している．また，盆地南部では沖積層

に覆われて基盤との直接の境界は観察できないが，盆地南部の丘陵に分布する篠山層群の走向は，推定

される基盤と篠山層群との境界線と斜交している．坂口（1959）はこれを説明するために沖積層下に伏在

する断層を推定したが，吉川（1993）は盆地北西部の流紋岩凝灰岩を追跡することによって，篠山層群の

走向と基盤の境界とがゆるく斜交していることをみいだし，篠山層群と基盤とがゆるいアバット関係で

あることを明らかにした．また，吉川（1993）は篠山盆地の篠山層群に関して，南方からの物質の供給が

卓越していたこと，堆積の中心が西部から東部へと移動したことを推定している．



－47 －

Ⅵ．有 馬 層 群

（松浦浩久・吉川敏之)

Ⅵ．1 研究史及び概要

近畿地方北西部には白亜紀後期火山岩類と白亜紀後期- 古第三紀深成岩類が広く分布している(第34

図）．このうち白亜紀後期火山岩類は山下(1894)の20万分の1地質図幅「比叡山」において初めて研究さ

れ，中生代の火山噴出物の‘石英斑岩’として扱われた．この時代論と火山岩としての産状認識は今日

の知識から見ても結果的に誤りのないものではあったが，何も証拠がなかった．そのためか，1899 年

から1950 年代には日本海側の新第三系と同じとする考え方が主流を占めるようになった(地質調査所，

1899，1956；小野山，1931;弘原海・松本，1958；上野ほか，1958 など）．その後‘石英斑岩’は六甲

花崗岩に貫入されること，六甲花崗岩の K-Ar年代が白亜紀後期の値を示すこと，生野地域の流紋岩

類から白亜紀を示す植物化石 Nilssonia cf. orientalis が発見されたことなどの知見の増加によって再び

白亜紀後期の火山岩類と考えられるに至った(松本・弘原海，1959；兵庫県，1961；地質調査所，

1964；河合，1965；河野・植田，1966 など）．

近畿地方北西部の白亜紀後期火山岩類は分布地域によって有馬層群(笠間，1959），‘生野層群’(兵庫

県，1961），相生層群(岸田・弘原海，1967），矢田川層群(弘原海・松本，1958)などと個別に命名さ

れた．これらのうち，有馬層群と‘生野層群’とは分布が連続しており、両者を分ける境界は何もない．

しかし，兵庫県(1961)は有馬層群の西方延長部を将来的には「一括されるべきもの」としながらも‘生野

層群’を新称として使った．すなわち，ひと続きの地層なのに2 つの名称が与えられた．地層命名規約

に従えば，後から提唱された‘生野層群’は破棄されるべき名称ではあるが，実際には現在に至るまで

地域によって漠然と使い分けられてきている．5万分の1地質図幅では白亜紀後期の火山岩類について，

福知山・三田・神戸・園部の各図幅などでは有馬層群の名称を使っている．本報告でも篠山図幅地域内

の白亜紀後期火山岩類を有馬層群として記述する．

本図幅地域内の有馬層群は丹南町古市から南隣の三田図幅地域内の三田市藍本-相野に至る断層に

よって分布が西部と南東部に二分されている(第 35 図）．

西部地域の有馬層群は鴨川層，これと指交する阿草層及びこれらの上位に重なる平木溶結凝灰岩に区

分される．鴨川層は結晶片に乏しい流紋岩溶結凝灰岩と非溶結の凝灰岩(砂岩・泥岩を挟む)の互層，及

び流理の発達した流紋岩岩脈からなる．溶結凝灰岩と凝灰岩は一般に岩片をほとんど含まないが，時に

岩片に富む火山礫凝灰岩を挟む．流紋岩岩脈は南隣の三田図幅地域内の流紋岩溶岩と全く同じ岩質のも
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ので，向斜軸寄りの比較的上部が露出している地域では溶岩の産状を示す．阿草層は鴨川層と異なり石

英の結晶片に富むことが特徴で，他に斜長石・カリ長石・黒雲母なども多い．阿草層は山南町阿草付近

では下位より流紋岩溶岩，溶結火山礫凝灰岩の順に重なり，上位を鴨川層の凝灰岩(砂岩・泥岩を挟む）
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に覆われる．溶結火山礫凝灰岩は阿草から離れるにしたがって岩片の量が急に減少してほとんど岩片を

含まない流紋岩溶結凝灰岩になる．そして3 ｋｍ以上離れた地域では流紋岩溶結凝灰岩が3 層準にわ

たって鴨川層に挟在され，鴨川層と阿草層は指交関係にある．平木溶結凝灰岩は鴨川層の上位に不整合

に重なり，下部と上部に区分される．平木溶結凝灰岩は石英などの結晶片に富み，阿草層の溶結凝灰岩

に似るが，溶岩や溶岩の通路に相当する岩派を含まない．平木溶結凝灰岩下部は流紋岩溶結凝灰岩・凝
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灰角礫岩・砂岩・泥岩など多様な岩相からなる．このうち溶結凝灰岩中の斑状石英はしばしば赤褐色に

汚染した特徴的な見かけを呈する．平木溶結凝灰岩上部は塊状で均質な果雲母流紋岩溶結凝灰岩が厚く

積み重なっており，間に他の岩相を挟んでいない．

西部地域の有馬層群は北北西- 南南東方向の軸を持つ褶曲をしており，本図幅地域北西の柏原町鴨野

から南隣の三田図幅地域内の三田市大川瀬に達する大きな向斜構造(今田向斜)を形成している．また，

今円町四斗谷- 黒石ダム東方には背斜の存在が推定される．

南東部地域の有馬層群は下位より母子溶結凝灰岩と佐曽利凝灰角礫岩に区分される．母子溶結凝灰岩

は石英・斜長石・黒雲母などの結晶片に富む流紋岩溶結凝灰岩からなり，丹波帯Ⅱ型地層群にアバット

している．本層は岩相の類似から西部地域の平木溶結凝灰岩下部に相当すると考えられる．佐曽利凝灰

角礫岩は母子溶結凝灰岩を覆い，有馬層群の最上位に位置する．本岩は流紋岩溶結火山礫凝灰岩- 凝灰

角礫岩からなり，北部の一部に凝灰質礫岩及び砂岩を挟む．

本報告による層序・地層名と今までの研究の比較を第36図に示す．この中で本報告の阿草層に相当

する地層(第36 図の綱掛けの部分)の位置付けについてはいずれの研究でも篠山層群と平木溶結凝灰岩

の間という点で一致してはいるが，鴨川層との関係は3 者とも異なった見解を示している．
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有馬層群の流紋岩類の化学組成は南隣の三田図幅地域内の試料について尾崎・松浦(1988)の蛍光Ⅹ

線による全岩分析がある．それによると鴨川層・平木溶結凝灰岩・玉瀬溶結凝灰岩のすべては流紋岩組

成のＳｉ O2＝73-78％の範囲にあり，安山岩- デイサイト組成の火山岩類は分布していない．

有馬層群の放射年代は，これまでに K-Ar法による4 試料の値が報告され，70.0-72.7Maの範囲に

ある(藤田・笠間，1983；柴田ほか，1984；尾崎・松浦，1988）．

Ⅵ．2　西部地域の有馬層群

　　　　　ⅥⅥⅥⅥⅥ．．．．．22222．．．．．11111　　　　　鴨川層鴨川層鴨川層鴨川層鴨川層（（（（（KawKawKawKawKaw，，，，，KanKanKanKanKan，，，，，KasKasKasKasKas，，，，，KalKalKalKalKal）））））

命名命名命名命名命名　吉田・河田(1987)の鴨川軽石凝灰岩に流紋岩溶岩を併せたものとして尾崎・松浦(1988)が再定

義・改称したもの．本図幅地域では流紋岩溶岩の他に流紋岩岩脈を含む．鴨川層は上月・中島(1990)の

比延累層下部のうち本報告の阿草層(Akw，Akl)を除いた部分にほぼ一致する．

模式地模式地模式地模式地模式地　南隣の三田図幅地域内の西脇市鹿野町- 塚口町- 新池- 社町上鴨川- 下鴨川- 平木鉱山のルート

（尾崎・松浦，1988）．

分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚　分布の北限は北隣の福知山図幅地域内の青垣町西芦田南西(栗本・牧本( 1990)のユ

ニット3，4）．その南の福知山図幅内氷上町新庄でいったん分布が途切れて，氷上町成松西(栗本・牧

本(1990)のユニット5)から本図幅地域北西部に入り，今田向斜西側の氷上町，山南町，黒田庄町及び

西脇市に連続する．更に南の延長部は南隣三田図幅地域内の社町上三草及び東条町東条湖に達する．今

田向斜の東側は山南町石戸-奥山西方のほか，西脇市住吉町東方，今田町黒石ダム北東及び白髪岳南方

にも小規模に露出する．西方延長は西隣の生野図幅地域内及び南西隣の北条図幅地域内にまで連続して

いるが詳細は不明である．

層厚は本図幅地域の断面線 E-Fに沿うルートで1,300 ｍ以上．南隣の三田図幅地域内では2,400 ｍ

以上に達する(尾崎・松浦，1990）．
あぐ た

層序層序層序層序層序・・・・・貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係　本図幅地域内では柏原町挙田付近と氷上町新郷付近で超丹波帯の柏原層を不整合に

覆い，今田町白髪岳南方では丹波滞の城南コンプレックスを不整合に覆う．しかしこれらの不整合部は

鴨川層の最下部ではない．本層の最下部は，北隣福知山図幅地域内の青垣町西芦田南西で下位の安山岩

火砕岩及び溶岩(栗本・牧本(1990)のユニット2)を整合に覆う．一方西方延長部の下限は不明である．

阿草層とは山南町篠場地域で側方に指交関係で接触しており，阿草から遠い地域では鴨川層内のいくつ

かの層準に阿草層の溶結凝灰岩を挟在している．本層の最上部は今田向斜の東側では平木溶結凝灰岩下

部に，西側では同上部によって不整合に覆われる．本層に貫入する深成岩体はないが，閃緑斑岩と花崗

斑岩の岩脈が多数貫入している．本層の南縁に当たる三田図幅地域内の東条町東条湖付近で古第三系の

吉川累層に不整合に覆われる(尾崎・松浦，1988）．

岩相岩相岩相岩相岩相　流紋岩溶結ガラス質凝灰岩（Kaw），非溶結の流紋岩凝灰岩・軽石凝灰岩（Kan），凝灰質物質を

多量に含む礫岩・砂岩・泥岩（Ｋａｓ），及び流紋岩岩脈・溶岩（Kal）からなる．これらはいずれも一般に灰

白色ないし淡緑灰白またはクリーム色を呈するが，強く溶結した部分は暗緑色- 灰色になる．肉眼では

結晶片は目だたない．溶結凝灰岩及び凝灰岩には普通に径1-5ｃｍ位の黒い頁岩や灰白色の再結晶化し
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たチャート及び流紋岩類の異質・類質岩片を含み，部分的には火山礫凝灰岩になる．地質図では溶結凝

灰岩と凝灰岩が細かく互層する場合にはこれらを完全に区別して示すことができないので，溶結部の卓

越する部分(Kaw)と非溶結の凝灰岩を主とする部分(Kan)に分けた．Kawの厚い地層の下部-中部は一

般に強く溶結しているが，上部では弱溶結になり，Kawとして示した部分でも地質図には示されてい

ない非溶結の凝灰岩や極く薄い(1 ｍ以下)成層凝灰岩や砂岩・泥岩を挟在することがある．

山南町金屋北方の不動尊に近い沢床には幅約3ｍ，延長約20ｍにわたって第37図に示すパイプ様

の構造が密集して露出している(上月・中島，1990）．これを含む母岩は弱溶結の流紋岩ガラス質凝灰

岩で，長径1ｃｍ内外のつぶれた軽石を少量含む．パイプ様構造は円筒形で，断面は白い縁取りのある

円形を示すが，稀に2-3 個のパイプが癒着して草覆型ないし団子型の断面になることがある．円筒の直

径は9-13ｃｍで平均10.4ｃｍ，1ｍ2当りのパイプ数は密集部で34個，少い所は1-2個である．母岩に

占めるパイプ様構造の体積は密集部で29％になる．パイプ様構造は後に貫入した閃緑斑岩の岩脈に切

られるものがあり，岩脈の貫入以前にできた構造であることが分る．パイプの軸の方向は，母岩に含ま

れるつぶれた軽石の作る面構造にほぼ垂直である(第38 図）．即ちパイプは地層にほぼ垂直に立ってい

る．第39図に母岩とパイプ様構造を含む試料の横断面(上)と縦断面(下)を示す．母岩(左側)の基質は

淡緑灰色を呈し，白色の斑状斜長石を含むが軽石や岩片は極く少量である．これに対してパイプ様構造

の部分（右側）は緑部で白色，内側でも灰白色を呈し，灰緑色の粗粒な軽石片を多量に含んでいる．これ

は恐らくパイプの内側をガスが高速で吹き扱けて軽い細粒の火山灰や結晶片を吹き飛ばした結果，比較
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的粗くて重い軽石ばかりが残ったものと推定される．パイプ様構造の緑部に見られる白化は脱ガスの過

程か，続成の過程で珪酸分が沈殿したものと考えられる．このためパイプの白い緑の部分は母岩よりも

堅硬になり，沢水の侵食に耐えて母岩からわずかに突き出している．パイプ様構造の縦断面にみられる

白化縁部の凹凸は，パイプ構造の外側からみるとたるんだしわのように円筒をとり巻いている．これは

溶結凝灰岩が堆積してパイプ様構造ができた後に圧密が起きたことを示すものかもしれない．さらに白

化した縁を含め，全体の固結化はその後に起きている．金屋の露頭ではパイプの上端も下端も露出して

いないので，どのような状態でこのような構造が形成されたのかを考察するのは困難である．しかし，

前述したように溶結凝灰岩(Kaw)として示した部分でも上部には時にごく薄い水成層を挟むことがある

ので，金屋のパイプ様構造を含む火砕流堆積物も高温の状態で浅い水域に堆積し，水蒸気が上方に抜け

て生じたのであろう．

凝灰質礫岩，砂岩及び泥岩(Kas)は凝灰岩(Kan)に挟在する．厚さは5-10ｍ．一般に層埋は発達せず，

塊状で，あまり側方に連続しない．色は灰白色のものが多いが，時に有機物を含んで灰褐色ないし黒色

になることがある．

流紋岩岩脈(Kal)は南隣の三田図幅地域の流紋岩溶岩と全く同じ岩質であるが，本図幅地域内での産

状は凝灰岩や溶結凝灰岩に貫人するものが多く，溶岩として地表を流れて他の岩石を覆ったり，上位の

層に覆われた産状を確認できるものは少ない．色はクリーム色，灰色，灰白色など淡色であり，三田図

幅地域内の溶岩が赤褐色，赤紫色等濃色であるのとは対照的である．これは岩脈が空気で酸化されな

かったことを示すのであろう．斜長石を少量含む他は斑晶に乏しく，また一般に流理を示す点は三田図

幅地域の溶岩や園部図幅地域の琉璃渓層の流紋岩岩脈の特徴と共通である．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　流紋岩溶結ガラス質凝灰岩(Kaw)

　GSJ R 58879［SSY 60］：西脇市中畑町東部
　結晶片：斜長石(径0.5-2ｍｍ），石英(径0.3-11ｍｍ），鉄鉱物(径0.05-1ｍｍ），黒雲母？(径0.3ｍｍ±），　
　　　  　ジルコン(径0.02ｍｍ±）
  基質：溶結したガラス片・軽石（厚さ0.05-2ｍｍ，径0.1-20ｍｍ）．
　灰色の基質中につぶされて偏平化した白色の本質レンズを含む．結晶片は約8％で，その大部分は斜長石
　が占め，石英以下の鉱物は稀である．鉄鉱物については手標本の肉眼観察では黄鉄鉱を認めるが，鏡下の　
  観察では他種の鉱物の有無は分からない．黒雲母？は微細な鉄鉱物と緑泥石に置換された仮像として観察　
  される．

　流紋岩ガラス質凝灰岩(Kan）

　GSJ R 58875［SSY 38］：山南町阿草奥山西方
　結晶片：斜長石(径0.3-3ｍｍ)，石英(径0.3-1ｍｍ）．
　基質：ガラス片(非溶結），軽石(径0.5-2ｍｍ）．
　岩片：頁岩・砂岩・流紋岩(以上径0.1-2ｃｍ）．
　緑褐色を帯びた灰色の基質中に，先白亜系の頁岩・砂岩の岩片と，緑色の軽石及び白い斜長石結晶が散在
　する．鏡下の観察では基質の大部分を占めるガラス片はそれぞれ離れてＹ字型や丸い気泡の形を残して　
  おり，全く溶結の組織は認められない．

　非顕晶質流紋岩(Kal）
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　GSJ R 58891［SSY 80］：今田町白髪岳721．8ｍ山項
　斑品：なし．
　石基：石英・長石(径0.02ｍｍ以下）．
　肉眼でクリーム色を呈し，その濃淡による幅0.2-1ｍｍの縞状の流理が認められる．ところどころに鉄鉱
　物の沈澱によって茶褐色に着色された部分がある．鏡下で観察すると，径0.02ｍｍ前後の粗粒結晶のバ
  ンドと径0.01ｍｍ以下の細粒結晶のバンドが配列して濃淡の縞を形成している．粗粒部には径0.05ｍｍ
  前後の球顆を生じている．このほかの流紋岩岩脈の試料には斜長石の斑晶が普通に含まれる．

あああああ ぐさぐさぐさぐさぐさ

ⅥⅥⅥⅥⅥ．．．．．22222．．．．．22222　阿草層　阿草層　阿草層　阿草層　阿草層（（（（（AkwAkwAkwAkwAkw，，，，，AkbAkbAkbAkbAkb，，，，，AksAksAksAksAks，，，，，AklAklAklAklAkl）））））

命名命名命名命名命名　吉田・河田(1987)の阿草溶結凝灰岩(阿草層のAkbとAksに当たる)に鴨川層と指交する部分

(Akw)と溶岩(Akl)を加えたものが分布上本層に相当する．また上月・中島(1990)の比延累層上部に上

述の Akwと Aklを加えたものにもほぼ一致する．ただし層序学的な位置付けについて，本報告では本

層を鴨川層と指交する同時期の別の火山活動による噴出物とする点で，本層に相当する層を鴨川層の下

位とした吉田・河田(1987)とも，鴨川層の上位とした上月・中島(1990)とも異なる．

したがって阿草層は吉田・河田(1987)の阿草溶結凝灰岩を上記のように再定義した上で改称するもの

である．

模式地模式地模式地模式地模式地　山南町阿草 - 奥山間の道路沿い．

岩相岩相岩相岩相岩相・・・・・分布分布分布分布分布　本層は石英・斜長石・カリ長石・黒雲母などの結晶片(溶岩では斑晶)に富む黒雲母流紋
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岩質で，溶結凝灰岩(Akw)，これに多量の岩片が混入した溶結火山礫凝灰岩(Akb)，溶岩(Akl)及び砂岩

・礫岩(Aks)の諸岩相を含む．結晶片に富む点は本層の大きな特徴であって，ほぼ同時期の鴨川層とは

明瞭に識別される(第40図)．本層の溶結凝灰岩は結晶片と基質の量比による分類で，ガラス質結晶凝

灰岩と結晶ガラス質凝灰岩の境界に近い組成に相当する．また結晶片の鉱物についても石英に富む点で，

斜長石に富む鴨川層とは大きく異なっている(第41 図)．また2つの図から最初に吉田・河田(1987)が

認識した阿草溶結凝灰岩(本層の火山礫凝灰岩；Akbに相当)は，本報告で阿草層こ含めた溶結凝灰岩

(Akw)及び溶岩(Akl)と同じ鉱物組成で，かつ同じ結晶片(または斑晶)/ 基質(または石基)比を有する

領域にプロットされており，単に岩片の混入率のみが違っていることが分かる．岩片が混入すると見掛

けの印象が違ってくるが，岩片の有無よりも結晶片と基質の量比の方が，マグマ中の斑晶量を反映して

おり，より本質的である．

本層は山南町阿草を中心に北方，西方及び南南東方向へ半径約8ｋｍの範囲内に分布する．阿草の東
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方は阿草断層で先白亜系と接し，分布していない．これは鴨川層及び後述する平木溶結凝灰岩の分布に

比べるとかなり狭い．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　模式地の山南町阿草付近では本層の溶岩が直接下位の篠山層群を不整合に覆い，これに本

層の溶結火山礫凝灰岩が重なる．火山礫凝灰岩の上部に当たる奥山には岩片をほとんど含まない溶結凝

灰岩を挟在する．また阿草の北北西で本層の走向方向に当たる篠場付近から北に岩片の量が急速に減っ

て溶結凝灰岩に移化する．また篠場付近で阿草層は鴨川層と指交関係で側方接触し，溶結凝灰岩の一部

は鴨川層の層間を北北西に伸びて柏原町下小倉南方，室谷，挙田，大新屋に至る．山南町下滝の篠山川

川床と後場北方では阿草層は基底礫岩(Aks)を以って篠山層群を傾斜不整合に覆うことがある(吉田・河

田，1987）．阿草西方で溶結火山礫凝灰岩は鴨川層に覆われ，更に上位の平木溶結凝灰岩の下に隠され

るが，この部分でも北北西側方の篠場地域と同じように，火山礫の含有量が減って溶結凝灰岩に移化す

るとともに，鴨川層と指交・側方接触していると推定される．そして指交により鴨川層に挟在する本層

の溶結凝灰岩の西方延長部は，今田向斜の西側に再び露出して黒田庄町村中-小苗-山南町井原-野坂-氷

上町福田へと連なる．これは阿草から北北西に伸び，柏原町大新屋に至る層準の溶結凝灰岩にほぼ対比

可能であろう．この層準に含まれる石英はしばしば赤褐色に汚染されている．これよりも下位層準の溶

結凝灰岩は氷上町朝阪南方と柏原町鴨野に，上位層準の溶結凝灰岩は山南町畑内北方と石戸北方に分布

する．このほかに今田町松尾山と不来坂北側にも阿草層の溶岩(一部岩脈状)と溶結凝灰岩が丹波帯の先

白亜系を不整合に覆って分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　　　　　最も厚い阿草付近の溶岩と火山礫凝灰岩が合わせて約850 ｍ，野坂付近の溶結凝灰岩は約350

ｍと見積られる．これ以外の地域では阿草から離れるにしたがって薄化する．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　黒雲母流紋岩溶結結晶ガラス質凝灰岩(Akw）

　GSJ R 59043［SS 315］：山南町草部山南ゴルフ場脇
　結晶片：斜長石（径0.5-4ｍｍ），石英（径0.5-5ｍｍ），カリ長石（径0.5-2ｍｍ），黒雲母（径0.2-2ｍｍ），褐
　　　　 れん石（径0.1-0.5ｍｍ），ジルコン・燐灰石（径0.03ｍｍ±）．
　基質：ガラス片，軽石（厚さ2-4ｍｍ，径5-20ｍｍ）．
　岩片：砂岩・頁岩（径1ｃｍ±）．

　結晶片の量が多いので基質が結晶と結晶の罷間を埋めているように見える．褐色味のある灰緑色の地に灰　
  緑色の本質レンズと黒色の岩片をわずかに含む．鏡下で観察すると，基質は淡褐色で溶結組織を残すが脱　
  ガラス化したガラス片とつぶれて流れたように変形した軽石が認められる．結晶片のうち径1mmより大　
  きいものは自形を示すが，小さいものは砕けた破片状のものが多い．黒雲母は一部緑泥石化するが新鮮な　
  部分は Y ≒ Z ＝茶色を示す．

　黒雲母流紋岩溶結火山礫凝灰岩(Akb）

　GSJ R 59091［SS 59］：山南町阿草
　結晶片：斜長石（径0.5-3ｍｍ），石英（径0.5-4ｍｍ），黒雲母（径0.3-1.5ｍｍ），カリ長石（0.5-1ｍｍ），ジ
　　　　 ルコン・燐灰石（径0.02-0.1ｍｍ）．
　基質：ガラス片，軽石（厚さ1-10ｍｍ，径10-20ｍｍ）．

　岩片：頁岩，砂岩，安山岩，流紋岩（径2-20ｍｍ）．
　肉眼観察では灰緑色の地に緑色の本質レンズと黒色ないし暗緑色の岩片と白い長石の結晶片が目立つ．鏡　
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   下で観察すると，岩片は超丹波滞・丹波帯に由来する砂岩・頁岩と本層に先行して噴出していた有馬層群
   の安山岩や流紋岩である．結晶片には自形を示すものが多い．黒雲母の新鮮な部分はY≒Z＝茶色を示す．

　黒雲母流紋岩(Akl）

　GSJ R 59059［SSY 82］：今田町松尾山
　斑晶：斜長石(径0.5-4ｍｍ），石英(径0.3-3ｍｍ），黒雲母(緑泥石化，径0.5-1.5ｍｍ），角閃石？(径1

   ｍｍ±），燐灰石・ジルコン(径 0.03 ｍｍ±）．
　石基：隠微晶質の石英及び長石
　肉眼では灰緑色の地に白い斜長石斑晶が日立つ．鏡下で観察すると石英には融食を受けたものが多く，中　
   には骸晶のように見えるものがある．

ⅥⅥⅥⅥⅥ．．．．．22222．．．．．33333　　　　　平木溶結凝灰岩平木溶結凝灰岩平木溶結凝灰岩平木溶結凝灰岩平木溶結凝灰岩（（（（（lHilHilHilHilHi，，，，，HisHisHisHisHis，，，，，uHiuHiuHiuHiuHi）））））

平木溶結凝灰岩は下部と上部に二分される．

命名命名命名命名命名　吉田・河田(1987）．上月・中島(1990)による西光寺山累層は使用しない．

模式地模式地模式地模式地模式地　　　　　吉田・河田(1987)は模式地を設定していない．尾崎・松浦(1988)は南隣の三田図幅地域内で

社町平木の清水寺の参道を模式地とした．しかし清水寺付近には平木溶結凝灰岩のうち上部しか分布し

ていないので，下部の模式地を本図幅地域内の今田町黒石ダム周辺とする．

分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚　全体の形は北北西- 南南東に伸びた舟形をしており，伸びの方向では本図幅地域内の

柏原町石戸西方から今田町を経て南隣の三田図幅地域内の東条町秋津まで約21 ｋｍに逢する．東北東

-西南西方向の幅は場所によって異なるが，丹南町味間西方-西脇市中畑に至る逼に沿っての約9ｋｍが

最も広い．層厚もこの味間西- 中畑ルート沿いで最も厚くなり，下部は約600 ｍ，上部は700 ｍ以上と

推定される．下部は北北西に向かって薄化し，山南町北太田で尖滅する．下部はまた，今田向斜の東側

にのみ分布して西側には露出しないことから，今周向斜の下で西に向かってもまた尖減していると考え

られる．

層序層序層序層序層序・・・・・貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係　平木溶結凝灰岩は下位の鴨川層を不整合に覆う．山南町金屋北方の金屋鉱山・田中

谷川鉱山の切羽ではろう石化した鴨川層に重なる本岩の基底部に，頁岩・チャートの角礫と炭化した木

片を含んでいるのが観察された(上野ほか，1958）．南隣の三田図幅地域内の社町平木の平木鉱山の露

天堀の丁場では不整合関係がよく見える(尾崎・松浦，1988）．今田町四斗谷の東側の434 ｍの標高点

を持つ山の周辺で，本岩は四斗谷花崗岩に貫入されて接触変成作用を受けている．このほかに花崗斑岩

と閃緑斑岩-細粒閃粒岩の岩脈が各地で本岩に貫入している．本岩の南緯に当たる南隣三田図幅地域内

の三田市大川瀬付近で古第三系の三田累層に不整合に覆われる(尾崎・松浦，1988）．

岩相岩相岩相岩相岩相　平木溶結凝灰岩は均質塊状で岩片や本質レンズに乏しい流紋岩溶結凝灰岩が卓越し，溶岩を全

く含まない．本岩下部は大部分が黒雲母溶結ガラス質結晶凝灰岩からなり，上部に近い層準に非溶結の

凝灰角礫岩を含む．本岩上部との境界には凝灰質の砂岩・泥岩からなる湖沼成堆積岩を挟むことがある．

下部の黒雲母流紋岩溶結ガラス質結晶凝灰岩は赤褐色に染まった石英を含み，上部のものに比べるとカ

リ長石に乏しく，黒雲母に富む特徴がある(第42 図）．

本岩上部は灰色- 灰白色の黒雲母流紋岩溶結ガラス質結晶凝灰岩のほぼ均質な厚い層からなり，層内

に噴出・堆積の中断を示す他の岩相を挟まない．ただ本岩上部が下部との境界の砂岩・泥岩を覆う基底
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付近では黒色のガラスが残ってハリ光沢に輝き，極めて新鮮なビトロファイアーの岩相になることがあ

る．また，この基底部の溶結凝灰岩にはまれに角閃石を含むことがある．平木溶結凝灰岩上部は下部に

比べると強く溶結して緻密堅硬である．また柱状節理や板状節理が発達する(第 43 図）．このうち板状

節理が強く発達する地域では，節理に沿って搭離し易い性質を持ち，容易に板状の石材を得ることがで

きる．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　黒雲母流紋岩溶結ガラス質結晶凝灰岩( lHi）

　GSJ R 59101［SSY 5］：今田町黒石ダム北岸

　結晶片：石英（径0.2-5ｍｍ），斜長石（径0.3-2ｍｍ），カリ長石（径1-2ｍｍ），黒雲母（径0.3-2ｍｍ），角閃

　　　　 石？（径 0.2ｍｍ±），褐れん石（径 0.2ｍｍ±），ジルコン（径 0.1 ｍｍ±）．

　基質：ガラス片・軽石片（径 0.5-20ｍｍ）．
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　手標本は赤褐色(赤レンガ色)の地に赤黒い石英の結晶片が目立つ．鏡下で観察するとガラス片と軽石が球
  顆を生ずるなど脱ガラス化して，赤褐色に染まっている．しかし溶結組織は明瞭に残っている．石英には　
　細かい割目が生じて，基質から赤褐色の赤鉄鉱？が浸入している．カリ長石は自形を示す．斜長石に比べ　
　ると含有量はずっと少ない．黒雲母は表面と内部の劈開に沿ってオパサイト化しているが，新鮮な部分は　
　Y≒Z＝茶褐色を示す．角閃石？は短柱状自形結晶で表面がオパサイト化し，内部も緑泥石に置換されて
　いる．褐れん石は黄褐色-茶褐色で累帯構造を示す．

　黒雲母流紋岩溶結ガラス質結晶凝灰岩(uHi）

　GSJ R 59152［SSY98］：山南町谷川，篠山川にかかる谷川大橋の下
　結晶片：石英(径0.5-5ｍｍ），斜長石(径0.2-2ｍｍ），カリ長石(径1-3ｍｍ），黒雲母(径0.5-2ｍｍ），褐れ
　　　　　ん石(径 0.1-0.5ｍｍ），ジルコン（径0.1ｍｍ±）．
　基質：ガラス片・軽石片（径0.3-30ｍｍ）．
　肉眼では灰色の地に白い長石の結晶片が目立つ．鏡下で観察すると基質のガラス片と軽石片は強く押しつ
　ぶされて縞状になった溶結組織を示す．脱ガラス化して再結晶化しており，この時に自生したと思われる　
　ザクロ石の小結晶を含む．石英には融食が認められる．黒雲母は変質して鉄鉱と緑泥石に置換されている．

Ⅵ．3　南東部地域の有馬層群

ⅥⅥⅥⅥⅥ．．．．．33333．．．．．11111　　　　　母子溶結凝灰岩母子溶結凝灰岩母子溶結凝灰岩母子溶結凝灰岩母子溶結凝灰岩((((( 新称新称新称新称新称，，，，，M oM oM oM oM o )))))

模式地模式地模式地模式地模式地　三田市母子愛宕山南．

分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚　三田市母子の三国ケ岳及び愛宕山周辺地域の南北約2 ｋｍ・東西約4. 5 ｋｍの小範囲に

分布する．層厚は約300ｍ．

層序層序層序層序層序・・・・・貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係　丹波帯Ⅱ型地層群の古市コンプレックスを不整合に覆う．三田市母子の青野川に沿

う東西方向の断層で南の佐曽利凝灰角礫岩と接する．
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岩相岩相岩相岩相岩相　灰色ないし茶褐色の黒雲母流紋岩溶結ガラス質- ガラス質結晶凝灰岩からなり，石英がしばし

ば赤褐色に染まるなど平木溶結凝灰岩下部に酷似した岩相を示す．ただ母子溶結凝灰岩は平木溶結凝灰

岩よりも結晶片の含有量が少なく，かつ粒径が小さい点がやや異なる．また著しく脱ガラス化している．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　黒雲母流紋岩溶結ガラス質結晶凝灰岩

　GSJ R 59164［SSY 51］：三田市母子三国ケ岳南西
　結晶片：斜長石(径0.5-2ｍｍ），石英(径0.2-2ｍｍ），黒雲母(径0.5-1.5ｍｍ），褐れん石(径0.3ｍｍ±），
　　　　　ジルコン(径0.2ｍｍ±）．
　基質：ガラス片，軽石片(径1-10ｍｍ）．
　岩片：頁岩(径1-10ｍｍ）．
　手標本は褐色味のある黄白色で厚さ1ｍｍ±，径1ｃｍの緑褐色本質レンズを含む．鏡下では結晶片のうち
　石英は破片状のものが多く，自形を示すものは少ない．斜長石は卓状自形を示す．黒雲母は褐色の緑泥石　
  に変質している．基質のガラスは黄金色ないし黄褐色で，押しつぶされてユータキシティッタ組織になる．　
  脱ガラス化によって球顆が大きく成長し，その針状結晶がユータキシティッタ組織の縞を突き抜けている．　
  また，結晶片を中心に真珠組織の弧状割目が生じていることがある．

ⅥⅥⅥⅥⅥ．．．．．33333．．．．．22222　　　　　佐曽利凝灰角礫岩佐曽利凝灰角礫岩佐曽利凝灰角礫岩佐曽利凝灰角礫岩佐曽利凝灰角礫岩(((((SatSatSatSatSat，，，，，SasSasSasSasSas）））））

命名命名命名命名命名　吉田(1975)の佐曽利溶結凝灰岩を吉田・河田(1987)が改称したもの．

模式地模式地模式地模式地模式地　南東側隣りの広根図幅地域内の宝塚市下佐曽利から西部(西部は地名)に至る道路の切り取り

面(Kasama and Yoshida，1976）．

分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚分布及び層厚　本図幅地域南東部の丹南町当野，三田市母子・永沢寺から隣接する三田図幅・園部図

幅及び広根図幅地域内の兵庫県三田市・宝塚市・篠山町・猪名川町及び大阪府能勢町に至る．東西19

ｋｍ，南北約14ｋｍの多角形状の分布をもち，本図幅地域はその北西隅に当たる．層厚は700ｍ以上と

推定される(尾崎・松浦，1988）．

層序層序層序層序層序・・・・・貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係貫入関係　佐曽利凝灰角礫岩は北縁近くに東西方向の断層があって一部は周囲の地層と断層接

触するが，永沢寺北西と当野付近で丹波帯の古市コンプレックスにアバットする．また，母子溶結凝灰

岩との直接の関係は見えないが，愛宕山南における岩相の分布から母子溶結凝灰岩にアバットすると推

定される．西緑部は南隣の三田図幅地域内で南北断層で平木溶結凝灰岩下部と接するが，本図幅地域内

は間に沖積層が分布しており，地表では接していない．南東隣の広根図幅地域内では境野溶結凝灰岩に

アバットし，有馬層群の最上部に位置する(Kasama and Yoshida，1976）．東隣の園部図幅地域内では

柏原石英斑れい岩の貫入により接触変成を受けている(井本ほか，1991）．本図幅地域内では花崗斑岩，

珪長岩- 石英斑岩及び閃緑斑岩の岩脈に貫入されている．

岩相岩相岩相岩相岩相　佐曽利凝灰角礫岩は黒雲母流紋岩凝灰角礫岩ないし火山礫凝灰岩(Sat)からなり，わずかに三

田市永沢寺付近に凝灰質礫岩・砂岩(Sas)を挟む．本岩は基質の性質と岩片の種類及び大きさの違いに

よって二つのタイプに区分される(松浦・三村，1987）．タイプⅠの基質は黒雲母流紋岩質のガラス片

と軽石が中程度に溶結しており，灰色を呈しかなり堅硬である．岩片は主として先白亜系の砂岩・頁岩

などで，径１-10ｃｍ程度のものが多い．タイブⅠは佐曽利凝灰角礫岩の大部分を占め，本図幅地域内で

はおおよそ母子大池- 永沢寺以南の地域に分布する(地質図ではタイプ別の分布を示していない）．タイ
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プⅡの基質はタイプⅠと同じ黒雲母流紋岩質であるが，溶結していないか弱溶結で，若干透水性がある

ためか変質して淡い茶褐色になったり部分的には粘土化することがある．岩片は有馬層群の流紋岩溶岩

・溶結凝灰岩・凝灰質砂岩・泥岩及び先白亜系の砂岩・頁岩と多様である．岩片の直径は10cm 以上で

1ｍ内外のものが多く，径10ｍ以上のものも稀ではない．岩片の最大のものは南隣の三田図幅地域内

の丹南町古森南の舞鶴自動車道路建設工事の際に露出したもので，水平方向に100ｍ以上・高さ25ｍ

以上に達していた(尾崎・松浦，1988）．タイプⅡの岩片には堆積当時未固結であったと見られる塑性

変形した泥岩や，炭化木片なども含む．本図幅地域内では丹南町当野-古森間と三田市母子大池からそ

の北方の茶畑付近に分布している．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　黒雲母流紋岩溶結火山礫凝灰岩(Sat，タイプⅠ）

　GSJ R 59172［SSY 128］：三田市母子556ｍ標高点
　結晶片：石英(径0.5-5ｍｍ），斜長石(径0.5-2ｍｍ），カリ長石(径0.5-4ｍｍ），黒雲母(径0.5-3ｍｍ），ジ
          ルコン(径0.2ｍｍ±）．
　基質：ガラス片，軽石片(径5-30ｍｍ）．
　岩片：砂岩・頁岩・安山岩・流紋岩溶結凝灰岩(径0.5-2ｃｍ）．
　肉眼で灰褐色の地に多量の岩片と石英・長石の結晶片が見える．鏡下で観察すると石英は破片状のものが
　多いが，径3ｍｍ以上のものは融食があるものの外形は自形を示す．また本質レンズ中には2-3個の自形　
　石英が集斑状になっていることがある．黒雲母はY≒Z＝暗褐色を示す．取り込まれた岩片にはほとんど
　熱変成の組織は認められない．

Ⅵ．4　対　比

有馬層群は兵庫県南東部から北西へ鳥取県との境界付近まで100ｋｍ以上にわたって連続している．

しかし，実際には5-20 ｋｍ位の広がりを持つ火山岩層とこれに挟在する湖沼成の堆積岩が少しずつ重

なりながら隣合いつながっているにすぎない．換言すれば有馬層群の全域にわたって分布する対比上有

効な鍵層がない．また放射年代の資料もまだわずかしか報告されていない．したがって，離れた地域の

層序を対比するには困難がある．この様な状況下で，吉田・河田(1987)は地域別に層序の柱状図を作成

して，層序学的な位置と岩相の類似によって有馬層群の対比を初めて試みた．この対比は初めに層序区

分の行われた広根図幅地域内の層序(吉田，1975：Kasama and Yoshida，1976；吉田・河田，1987)

をもとに僧川層と玄能池層という2枚の湖沼成砕屑岩層を鍵層として，これを境に火山岩をステージⅠ

-Ⅳ(ⅢとⅣの間には湖沼成砕 岩層を欠く)に区分し，その上で他の地域にもこのステージ区分を当て

はめた．しかし，これは第44図の右側3列の柱状図の対比には有効であるが，左側のその他の地域に

は僧川層，玄能池層及びその相当層がないので，これらは鍵層になりえない．第44 図の左側地域のう

ち，福知山図幅地域のユニット5は鴨川層の延長部になる．またユニット3及び4は鴨川層に対比され

る(栗本・牧本，1990）．園部図幅地域の琉璃渓層は鴨川層に酷似した流紋岩溶結ガラス質凝灰岩・溶

岩及び砕 岩層からなり，両者は対比できる(井本ほか，1991）．篠山図幅地域の鴨川層と指交関係に

ある阿草層は三田・広根・神戸図幅地域内の玉瀬溶結凝灰岩と酷似しており(吉田・河田，1987)対比

できる．次に篠山・三田図幅地域の平木溶結凝灰岩は第44 図右側の母子溶結凝灰岩・境野溶結凝灰岩
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　・丹生山凝灰角礫岩層と岩相が酷似しており，対比可能であろう．以上の点から考えると，第44 図に

示したように有馬層群の全地域にわたって共通すると思われる時間面は平木溶結凝灰岩下部及びこれに

相当する層の基底面だけであろう．

なお，福知山図幅地域のユニット1及び2は安山岩類であって，流紋岩質の武田尾溶結瀕灰岩とは対

比できない．これは西方の‘生野層群’中に広く分布するものの一部で，西方地域との対比には重要な地

層である．

Ⅵ．5　地 質 構 造

有馬層群の地質構造は地層の分布を規制している丹南町古市から南に伸びる断層を境に，西側の西部

地域と東側の南東部地域とで異なっている．この断層は東側が落ちている点で，北方の阿草断層とは性

格が異なる．

西部地域の有馬層群は柏原町鴨野- 山南町玉巻- 今田町本荘を通り，南隣の三田図幅地域内の三田市大

川瀬に達する北北西-南南東方向の大きな向斜(今田向斜)構造を形成している．またこれと平行に，今

田町四斗谷から黒石ダム東を通るごく緩やかな背斜軸が推定される．しかしこの背斜は大峠を通る東北

東-西南西方向の断層より北側延長は不明瞭になる．恐らく山南町阿草の篠山川と阿草川の合流部の北

東側と南西側のほぼ同じ高さに阿草層の流紋岩溶岩が分布するので背斜軸はこの付近を通って，下滝北

方の屋根に阿草層が水平になっている部分に達するものと思われる．しかし水平部の東側が露出しない

ことと，推定される背斜軸(示していない)が主に基盤の篠山層群内を通るので明らかではない．西部地

域の有馬層群は，東北東-西南西方向の断層多数によって切られているが，これらの断層による変位は

比較的小さい．

南東部地域の有馬層群は下位の母子溶結凝灰岩と上部の佐曽利凝灰角礫岩が東西方向に接して緩く南

に傾斜する．両者の境界付近には東西方向の断層があって南側が落ちているが，落差はあまり大きくな

い .

Ⅶ．花崗岩及び岩脈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（吉川敏之・松浦浩久）

篠山図幅地域に分布する花崗岩及び岩脈について，これまでに特に詳しい研究例はない．本地域の貫

入岩類には，深成岩として四斗谷花崗岩，岩脈として花崗斑岩，珪長岩- 石英斑岩，及び閃緑斑岩- 細粒

閃緑岩がある．いずれも正確な貫入年代は不明であるが，有馬層群分布地域に多く分布しており，これ
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らの貫入岩類も白亜紀後期の有馬層群の噴出と一連の火成活動をなすものと考えられる．

Ⅶ．1　四斗谷花崗岩（新称，Gr）

四斗谷花崗岩は今田町四斗谷川から434 ｍ標高点にかけて径約600 ｍほどが露出する極めて小規模

な岩体である．平木溶結凝灰岩下部に貫入して軽微な接触変成作用を与えている．岩相は中粒ないし細

粒の黒雲母花崗岩で，高い所程粒度が小さくなる．今田町辰巳にも類似の花崗岩が径約200 ｍほど分

布している．これは北側と南側を花崗岩斑岩に貫入される．また，花崗斑岩中に10-20ｃｍの捕獲岩片と

して入っているので，径200 ｍほどの本体も花崗斑岩の捕獲岩体の可能性がある．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　中粒黒雲母花崗岩

　GSJ R 59175［SSY 166］：今田町四斗谷東
　主成分鉱物：石英(径3-7ｍｍ），斜長石(径0.5-8ｍｍ），カリ長石(径1-7ｍｍ），黒雲母(径0.5-3ｍｍ）．
　副成分鉱物：褐れん石(長径0.3-0.8ｍｍ），燐火石(長径0.1-0.5ｍｍ），ジルコン(長径0.1ｍｍ±）．
　石英は全体として他形を示すが内部は径0．5ｍｍ位にサブグレイン化している．斜長石は、半自形-自形を
　示す．弱い累帯構造を示すことがあるがほぼ均質である．カリ長石は他形で，内部に自形の径0．5ｍｍ位
　の斜長石を包有する．繊維状のパーサイト組織がある．黒雲母は大部分が変質して鉄鉱物と緑泥石に置換

　されている．黒雲母の新鮮な部分はY≒ Z＝暗褐色を示す．

Ⅶ．2　花 崗 斑 岩（Gp）

花崗斑岩の分布は有馬層群分布域に限られ，なおかつ本図幅地域南部に多い．東-西または西北西-東

南東方向に貫入している．西脇市住吉町，今田町辰己，同町大峠付近などに比較的大規模の岩脈がみら

れる．花崗斑岩はほぼ均質で，径1cm に達する自形のカリ長石や高温型の自形を示す石英の斑晶に富

む．花崗斑岩の風化部ではこれらの斑晶は風化に対して抵抗性が大きいので，新鮮な自形のまま母岩か

ら分離して地表に落ちており，容易に採集可能である．辰巳で採集されたカリ長石には，カールスバッ

ド式双晶，バベノ式双晶をはじめ多様な形式の双晶を確認することができる．全体として塊状であるが，

貫入面近くでは流理構造が認められることもある．なお，辰巳の花崗斑岩には捕獲岩として径10 ｃｍ

位のものから径200 ｍに逢する花崗岩の岩塊が含まれている(第45 図）．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　花崗斑岩

　GSJ R 59186［SSY 49］：今出町辰巳
　斑晶：石英（径5ｍｍ以下），斜長石（径4ｍｍ以下），カリ長石（長径10ｍｍ以下），黒雲母（長径1.5ｍｍ
　　　　以下；変質進む），不透明鉱物（径 0.3 ｍｍ以下），褐れん石（径 0.3 ｍｍ以下）．
　石基：珪長質鉱物（隠微晶質），不透明鉱物．
　斑晶の石英にはしばしば融食が認められる．カリ長石斑晶はほぼ自形である．変質は弱い．
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Ⅶ．3　珪長岩-石英斑岩（F）

珪長岩-石英斑岩は，本地域内のほぼ全域で認められ，南北方向に貫入しているものが多い．特に山

南町阿草-柏原町上小倉では，延長5 ｋｍ以上にわたり石英斑岩が阿草断層に沿って貫入している．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　石英斑岩

　GSJ R 59184［SS 161］：山南町上滝，林道天内線
　斑晶：石英(径1.5ｍｍ以下），斜長石(径2ｍｍ以下）、カリ長石(径1.5ｍｍ以下），黒雲母？(長径0.4　
　　　　ｍｍ以下）．
　石基：珪長質鉱物(隠微晶質），不透明鉱物(径0.15ｍｍ以下）．
　斑晶の石英は自形-半自形をなし，融食は認められない．斑晶の黒雲母？は，変質してセリサイト・不透 　
   明鉱物に変わっている，

Ⅶ．4　閃緑斑岩-細粒閃緑岩(P）

閃緑斑岩- 細粒閃緑岩は，本図幅地域中央- 西部の山南町阿草から黒田庄町船町にいたる篠山川を中心

にその南北約4ｋｍ程度の範囲に多数の岩脈・シルとして貫入している(第46 図）．一般に個々の岩脈

・シルの規模は小さく，岩脈で幅数10cm-2 ｍ程度がほとんどである．ただし，山南町山田から黒田

庄町黒田にかけての地域では規模の大きい岩脈が多い．特に山南町谷川南方の閃緑斑岩-細粒閃緑岩は

本地域内で最も大きな岩体で，貫入面付近では閃緑斑岩であるが，その中心部は粒度が粗く，細-中粒

石英閃緑岩である．貫入方向は篠山川以北の地域ではほとんどが東西方向であるが，山南町山田から黒
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田庄町黒田にかけての地域では北西－南東方向に貫入する傾向がある(第 47 図）．

閃緑斑岩を詳しく見ると多様性があり，基質が粗粒で斜長石斑晶に富むものから，斑晶に乏しく石基

がガラス質の安山岩に近いものまである．細粒な岩石では発泡していることもある．山南町山崎では節

理に沿って赤鉄鉱が生成している．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

 細粒単斜輝石黒雲母角閃石含有斜方輝石石英閃緑岩

　GSJ R 59191［SSY 88］：山南町谷川常勝寺裏林道
　主成分鉱物：斜長石(径0.3-2ｍｍ），斜方輝石(径0.3-1.5ｍｍ），石英(径0.01-0.6ｍｍ），角閃石(径0.1　
　　　　　    -0.3ｍｍ），黒雲母（径0.1-0.3ｍｍ）．
　副成分鉱物：鉄鉱(径0.05-0.2ｍｍ），単斜輝石(径0.1-1ｍｍ），燐灰石(径0.05-0.1ｍｍ），カリ長石(径　
　　　　　　 0.05-0.2ｍｍ）．

　斜長石と斜方輝石(Ｚ＝淡緑色，Ｘ＝淡赤色)は柱状自形ないし半自形を示し，この2種類の鉱物の隙間に
　他形の角閃石(Ｚ＝緑色）・黒雲母(Ｙ≒Ｚ＝茶褐色)・石英・カリ長石と自形の鉄鉱・燐灰石が生じている．
　単斜輝石は斜長石の包有物としてわずかに含まれる．石英とカリ長石は微文象組織になることがある．

　粗粒閃緑斑岩　

　GSJ R 59204［SS 135］：山南町上滝
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  斑晶：斜長石（長径 2ｍｍ以下），斜方輝石（長径 2.5ｍｍ以下），単斜輝石（長径 3.5ｍｍ以下）．

  石基：斜長石（長径0.3ｍｍ±），単斜輝石（径 0.05-0.2ｍｍ），不透明鉱物（径 0.4ｍｍ以下），斜方輝石　

　　　 （長径 0.05ｍｍ±），変質ガラス．

　斑晶量は多く，斑晶のつくるネットワークの間を石基が埋めている．斜方輝石(Ｚ≒淡緑色)を含め斑晶と

　石基鉱物はほぼ新鮮であるが，石基のガラスは変質して緑泥石，炭酸塩鉱物になっている．

　細粒閃緑斑岩　

　GSJ R 59213［SS 246］：山南町野坂北方採石場跡

　斑晶：輝石？(緑泥石化：長径 3.5ｍｍ以下）．

　石基：斜長石(長径 0.4-0.8ｍｍ），輝石(径 0.1ｍｍ以下），不透明鉱物(径 0.2ｍｍ以下），ジルコン(径

　      0.05ｍｍ以下）．

　斑晶は薄片内に数個しかなく，ごく少ない．0.2ｍｍ程度の気泡に富み，その内部は石英に充襌されてい

　る．やや変質しており，石基に緑泥石が生成している．

　斜長石斑状安山岩

　GSJ R 59209［SS 177］：山南町北太田林道石船線

　斑晶：斜長石(自形；長径1.5ｍｍ以下），変質有色鉱物(輝石？），不透明鉱物(径1ｍｍ以下）．

　石基：斜長石(針状自形；長径 0.1ｍｍ±），不透明鉱物(径 0.05ｍｍ以下），変質ガラス，リン灰石(長径

　　　　0.2 ｍｍ以下）．

　斑晶の有色鉱物は変質して粘土鉱物に完全に置き換わっており，同定不能である．石基のガラスも変質著

　しい．斑晶量は少ない．長径5ｍｍ以下の気泡に富み，その内部は石英・炭酸塩鉱物に充襌されている．　

　全体にやや変質が進んでいる．
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Ⅶ．5　四斗谷花崗岩及び岩脈の貫入順序

四斗谷花崗岩は平木溶結凝灰岩下部に貫入する．また，花崗斑岩，珪長岩 - 石英斑岩及び閃緑斑岩- 細

粒閃緑岩は，いずれも有馬層群最上部の佐曽利角礫凝灰岩を貫いている．これらは南隣の三田図幅地域

内の古第三系には貫入していない．したがって，これらの岩脈は，有馬層群以降の白亜紀後期に活動し

たものである．

今田町辰巳では花崗斑岩が花崗岩を捕獲しているので花崗斑岩は花崗岩よりも後の貫入である．石英

斑岩と閃緑斑岩岩脈とは山南町上滝でほぼ接しているが，両者の直接の境界は観察できない．しかし，

両者の分布から閃緑斑岩が石英斑岩を切って貫入していると推定される．また，黒田庄町妙見山付近に

貫入する閃緑斑岩は，径100 ｍに及ぶ中粒黒雲母花崗岩の捕獲岩を取り込んでおり，花崗斑岩を切っ

て貫入している．したがって，貫入岩類の活動の中では，四斗谷花崗岩が最も古く，次いで花崗斑岩及

び珪長岩 - 石英斑岩が貫入し，閃緑斑岩 - 細粒閃緑岩の活動が最も新しい．

Ⅷ．　新　生　界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（松浦浩久・栗本史雄・吉川敏之）

篠山図幅地域内の新生界は第三紀と推定される大乗寺礫岩，更新世中期の大阪層群，低位段丘堆積物，

崖錐堆積物，最低位段丘堆積物及び沖積層に区分される．これらは白亜紀以前の地層からなる山地の間

の谷や盆地の比較的狭い範囲に分布する．

Ⅷ．1　大乗寺礫岩（新称，Dj）

お いれ

大乗寺礫岩は丹南町追入西方大乗寺境内周辺の狭い地域に，基盤の超丹波帯味間層を不整合に覆って

分布する．本礫岩は淘汰が悪く，直径1-20cmの亜円礫 -亜角礫が砂及び泥の基質中に互いに接触しない

程度に含まれる(第 48 図）．礫の構成は砂岩とチャートが最も多く，この他に少量の頁岩，流紋岩，

閃緑斑岩，結晶片岩様岩片なども認められる．本礫岩の固結度はハンマーのピックを打ち込んでもほと

んど貫入しない程度に岩石化している．層厚は 5-10 ｍ．

本礫岩の堆積年代は白亜紀後期火成岩類の礫を含むことからそれ以降である．不確実ではあるが固結

の程度から第三紀であろうと推定できる．本礫岩と似た特徴を持つ地層としては京都府丹波町付近の須
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知層(石田，1983），篠山町羽束川流域の後川篭坊累層(井本ほか，1991），三田市周辺の古第三系など

があり，本礫岩もこれらのうちに対比できる層準があるものと考えられる．

Ⅷ．2　大阪層群（O）

大阪層群は黒田庄町松尾原の門柳川より南側の狭い地域に有馬層群を覆って露出している．本層は砂

及びシルト層からなり，一部に白色火山灰を挟在する．地層の上面はなだらかに起伏しており，堆積頂

面は保存されていない．層厚10-15ｍ．白色火山灰層のジルコンのフイッショントラック年代は 0.52±

0.18Ma(第 4表及び第 5表）を示し，大阪層群上部に相当する．この火山灰には基盤の有馬層群(70-73

　Ma)に由来する砕屑粒子が多量に混入しているが，ジルコン中の自発トラック数及び密度が明瞭に異

なっており，測年に当たっては本質粒子を容易に識別することができた．

Ⅷ．3　低位段丘堆積物（tl1，tl2）

低位段丘堆積物は比高の高いものから低位段丘Ⅰ及び低位段丘Ⅱの堆積物に区分される．低位段丘Ⅰ

堆積物(tl1)は，篠山川沿いの山南町青田及び大谷周辺のごく狭い範囲に分布するのみである．一方，低

位段丘Ⅱ堆積物(tl2)は，篠山川とその支流の大山川及び加古川に治って分布する．

丹南町北野における低位段丘Ⅱ堆積物について以下に記述する．同堆積物は砂礫を主体として厚く堆

積し，層理は不明瞭である．最上部付近にシルトないし粘土を挟み，ここでは平行葉理がわずかに認め

られる．標高約 200ｍ付近に段丘面を形成し，層厚は最大で約 35ｍに達する．分布の西端部に当たる

川代の篠山川河床では，篠山層群を不整合に覆っているのが観察される．

砂礫を構成する礫の大部分は亜円礫であるが，場所によっては亜角礫が卓越することもある．また，

わずかながら角礫も含まれる．礫径はほとんどが10cm 以下であるが，不整合面直上だけは径 20-30
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　ｃｍ程度に及ぶ．砂，シルトないし粘土は灰白色または淡橙褐色を呈し，砂中には長径最大 3ｃｍ，シル

トないし粘土中には長径 6ｍｍ以下の礫が点在する．

砂礫には火山灰が挟まれる．層状ないしレンズ状を呈し，厚さは最大 25ｃｍになる．この火山灰は，

淡黄褐色を呈し，極細粒砂ないし粘土で，礫を含むことがあり，岩相の特徴から姶良 Tn火山灰(AT，

約 22,000 年前)と考えられる．

最近，野村ほか(1982)は篠山盆地西部の河岸段丘を上位から川代面・大山面・宮田面の 3面に区分し，

大山面を形成する大山礫層上部中に ATを確認した．そして，この AT中の木片の14C年代(24,600 ±

575年)と、ATより下位の木片及び篠山川河床の泥炭中の木片の14C年代(37,800年)を報告した．野村

ほか(1982)がATと認めたものは，上述の砂礫中に含まれる火山灰と同一層準と推定される．

Ⅷ．4　崖錐堆積物（T）

崖錐は本図幅地域全体にわたって山麓部に大なり小なり堆積しているが，地質的には南部の有馬層群

の分布地域内で顕著である．地形的には尾根の北斜面の方が南斜面に比べると広く発達する傾向がある．

　今田町辰巳の崖錐には厚さ 25-30ｃｍの黄白色の AT火山灰が挟在しているのが観察された(第 49

図）．本火山灰を鏡下で観察すると，大部分が細かいガラス片からなっており，少量の斜長石，斜方輝

石，角閃石，石英などの結晶片を含む．本火山灰のガラス片の ICP発光分析法による主成分及び微量

成分の値(第 6表)は日本海東縁部海底コア試料(吉川，1990；吉川・池原，1990)及び西南日本陸域で

確認されたAT試料(吉川ほか，1989)の分析値とほぼ一致している．
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Ⅷ．5　最低位段丘堆積物及び沖積層（ta，a）

最低位段丘堆積物は本図幅地域北縁部の竹田川沿いに分布する．同堆積物の形成する平坦面は，沖積

層の堆積面よりわずかに上位にあり，段丘化している．しかし，形成年代や沖積層との層序関係は不明

である．

沖積層は篠山盆地及び各河川に治って分布する．篠山盆地における沖積層のボーリング柱状図(町役

場や小学校を建築する際，掘削された)を第 50図こ示す．篠山盆地南緑に当たる地点1と 3では砂礫に

富み，盆地中央の地点 2 では粘土や砂が多い．各柱状図のN値は急激な変化を示さず，徐々に増大し，

下部では 50を越えている．第 50図の柱状図には，沖積層のみならず段丘堆積物に相当する地層が含ま

れていると推定されるが，N値の変化から両者の境界を判定することは困難である．
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Ⅸ．応 用 地 質

 （松浦浩久・栗本史雄・吉川敏之）

Ⅸ．1　金 属 鉱 床

山南町阿草 -白髪岳 -丹南町住山地域には銀，銅及び鉛・亜鉛を採掘した坑道やズリが 3か所に残って

いるが，鉱山名や産出量などの詳細は不明である．これらはいずれも有馬層群と超丹波帯または丹波帯

の堆積岩類の境界部に位置しており，有馬層群の流紋岩岩脈に伴っている．これらは多金属鉱脈鉱床で

ある．このほか丹波帯の地層には層状マンガン鉱床が胚胎する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．11111．．．．．11111　　　　　銀銀銀銀銀

丹南町白髪岳南南東の斜面の標高約 450ｍに坑口が残る．坑道は N30°Wで北向きに掘られている．

明治 8-10 年頃稼行していたという．今回の調査ではズリ中から鉱石鉱物を見出せなかった．

　

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．11111．．．．．22222　　　　　銅銅銅銅銅

山南町阿草の東南東の道路沿いの崖に抗口がある．坑道は N60°Wで北西向きに掘られている．17

世紀初 -19 世紀中頃にかけて採掘していたという．川に面しており，ズリは流出してしまったのか現在

は残っていない．

　

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．11111．．．．．33333　　　　　鉛鉛鉛鉛鉛・・・・・亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛

山南町白髪岳北北西斜面の標高約 480 ｍに坑口が残っている．坑道はN75°Wで 南東向きに掘られ

ている．第 2次大戦後まで稼行していたらしいが，詳細は不明である．今回の調査ではズリ中に閃亜鉛

鉱，方鉛鉱，磁硫鉄鉱及び少量の黄銅鉱を確認した．

　

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．11111．．．．．44444　層状マンガン鉱床　層状マンガン鉱床　層状マンガン鉱床　層状マンガン鉱床　層状マンガン鉱床

本図幅地域のマンガン鉱床は丹波帯の層状チャート中に胚胎する層状鉱床である．

瀧本・石垣(1973)によれば，かつて氷上郡春日町大路及び野瀬谷において採掘されたが，現在では稼

行されていない．両地点は現在の野瀬周辺に当るが，正確な位置が不明のため，地質図ではおよその位
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置を示した．いずれの鉱山も炭酸マンガン鉱床であり，黒井アンチフォームに沿う黒井コンプレックス

中のチャートに胚胎する．これらの鉱床は北隣の福知山図幅地域の北由良鉱床及び東隣の園部図幅地域

の草山鉱床とほぼ同層準である．

Ⅸ．2　非金属鉱床

　　　　　ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．22222 ．．．．．1  1  1  1  1  炉材珪石炉材珪石炉材珪石炉材珪石炉材珪石

炉材珪石として採掘されたものは，チャート角礫と，その間を白色石英が充襌した珪石のことで，

チャート角礫の色により赤白珪石・青白珪石と呼ばれた．かつて耐火煉瓦の材料として採掘されたが，

現在では稼行されていない．

丹波帯の炉材珪石は岩生ほか(1951a， b)及び塚脇(1973)によりまとめられた．それによると，本図幅

地域において柏原町石生及び篠山町知足周辺に珪石鉱床が存在した．柏原町石生周辺には，石生・石生

山・柏原・臼井の各鉱山が存在した(塚脇，1973）．石生鉱山の珪石鉱床は三尾コンプレックス最下部

のチャート中に胚胎する．一方，石生山・柏原・臼井の各鉱山は岩生・岡野(1951)により詳しく報告さ

れており，これらの鉱床は青白珪石を主体とし，一部に赤白珪石を伴う．これらの鉱山の珪石鉱床は三

尾コンプレックス最上部のチャート及び佐仲コンプレックス下部のチャート中に胚胎する．

篠山町知足周辺には珪石鉱床が 2か所存在し(塚脇，1973）,これらは園部図幅地域の畑鉱床(篠山町

畑山)に連続する．ひとつは佐仲コンプレックス最下部の緑色岩に重なるチャート，一方は藤岡コンプ

レックス最下部のチャート中に胚胎する．岡野・岩生(1951)によれば，畑鉱床は赤白珪石と青白珪石が

相半ばする．

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．．22222．．．．．22222　　　　　ろう石及び陶石ろう石及び陶石ろう石及び陶石ろう石及び陶石ろう石及び陶石

本地域内には 2か所のカオリン質ろう石鉱床と1か所の陶石鉱床がある．前者は有馬層群の鴨川層内

に，後者は阿草層内に胚胎している．いずれも既に採掘を止めており，現在稼行中のものはない．鉱石

の化学分析値を第 7 表に示す．

金屋鉱山金屋鉱山金屋鉱山金屋鉱山金屋鉱山：山南町金屋北方権現山周辺（第 5 1 図）．

鉱床の胚胎層準は鴨川層上部の流紋岩非溶結凝灰岩の部分で，その上位の平木溶結凝灰岩は全く鉱化

を受けていない．これは南隣の三田図幅地域内の平木鉱山と全く同じである．上野ほか(1958)によると

本鉱床は東西約120ｍ，南北約150ｍの中に点々と富鉱部を含む不規則塊状である．鉱石鉱物はカオリ

ナイトと石英が大部分で，わずかに明礬石と黄鉄鉱を伴う．カオリナイトと石英の含有量は鉱床の中で

不規則に変化し，カオリナイトに富む高品位鉱は 200-数1,000ｔの塊として散在するので，計画的な採

掘の障害になった．高品位鉱の耐火度は SK32-35 でタイルや陶磁器原料に使われた．

田中谷川鉱山田中谷川鉱山田中谷川鉱山田中谷川鉱山田中谷川鉱山(((((柏原石戸鉱山）柏原石戸鉱山）柏原石戸鉱山）柏原石戸鉱山）柏原石戸鉱山）：柏原町奥野々北西．

鉱床胚胎層準は金屋鉱山と同じ．鉱石鉱物は主として石英，カオリナイト及びデイツカイトからなり，

少量の硫化鉄を伴う．鉱体の中心部に淡紅色の明礬石が濃集して存在することがあった(塚脇，1973）．

古市陶石古市陶石古市陶石古市陶石古市陶石：丹南町不来坂．
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鉱床は阿草層下部の石英斑晶に富む凝灰岩に伴う流紋岩岩脈中に胚胎する．塚脇(1953)によると本鉱

床は前二者と異なり岩脈の裂かに沿って生じた脈状鉱床で，幅約10 ｍ，延長約 400 ｍ，推定鉱量は約

10 万ｔである．鉱石は鉄分を多く含むので陶磁器には向かないが，土管などの原料にはなり得る．

Ⅸ．3　鉱　泉

角(1975)の日本温泉・鉱泉一覧によれば，本図幅地域には下三井庄・国領・春日・篠山・当野の 5か

所に鉱泉がある．

下三井庄鉱泉下三井庄鉱泉下三井庄鉱泉下三井庄鉱泉下三井庄鉱泉：氷上郡春日町下三井庄．24℃，単純炭酸泉．丹波帯Ⅰ型地層群黒井コンプレックスの

分布城中にある．

国領鉱泉国領鉱泉国領鉱泉国領鉱泉国領鉱泉：氷上郡春日町国領．24℃，単純炭酸泉．丹波帯Ⅱ型地層群三尾コンプレックスの分布域中

にある．

春日鉱泉春日鉱泉春日鉱泉春日鉱泉春日鉱泉：多紀郡西紀町宮田．1 6℃，食塩．泉．超丹波帯味間層の分布城中にある．

篠山鉱泉篠山鉱泉篠山鉱泉篠山鉱泉篠山鉱泉：多紀郡篠山町篠山．1 7℃，放射能泉．篠山層群の分布城中にある．

当野鉱泉当野鉱泉当野鉱泉当野鉱泉当野鉱泉：多紀郡丹南町当野．25℃以下，鉄泉．有馬層群もしくは丹波帯Ⅱ型地層群古市コンプ

レックスの分布城中にある．

最近，金原(1992)は，角(1975)の報告した温泉・鉱泉を基礎資料として，その後得られた資料を合わ

せて，温泉・鉱泉の分布図と一覧表を公表した．本報告においては，正確な位置を確認できた国領鉱泉

の所在地のみを地質図に示した．

Ⅸ．4　土木建築材料

本地域内で土木建築材料を目的として砕石場が 3 か所，建材採掘場が 1 か所にある．
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ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．． 44444 ．．．．．11111 　　　　　砕石砕石砕石砕石砕石

有馬層群阿草層の石英に富む流紋岩溶結凝灰岩を対象に山南町福田で，また有馬層群平木溶結凝灰岩

下部を対象に丹南町不来坂で骨材・露盤用に採掘中である．このほか山南町野坂でも前者と同じ層準の

溶結凝灰岩を稼行していた．

ⅨⅨⅨⅨⅨ．．．．． 44444 ．．．．．22222 　　　　　建材建材建材建材建材

有馬層群平木溶結凝灰岩上部は一般に板状節理が発達している．特に柏原町石戸付近ではこの性質が

強く現れていて薄板状に割れるので，“丹波鉄平石”と称して建物の床や壁の材料にする目的で採掘され

た．現在は(1992年 3月)一時採掘を休止している．
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By

Chikao KURIMOTO, Hirohisa MATSUURA

and Toshiyuki YOSHIKAWA

（Written in 1992）

（Abstract）

The Sasayama District is situated in the westernmost part of the Tamba Highland and is
　topographically divided into the highland and the Sasayama Bonchi(basin). The district belongs
geotectonically to the Inner Zone of Southwest Japan. In the eastern part of the district，
Paleozoic and Mesozoic rocks of the Ultra-Tamba and Tamba Terranes are distributed．Early
Cretaceous Sasayama Group is exposed in the Sasayama Bonchi and in the area to the west of
　the Sasayama Bonchi. Late Cretaceous igneous rocks are distributed in the western and
southeastern areas in the district. Tertiary and Quaternary sediments are distributed mainly
along several rivers．Akusa Fault passes within N-S trend in the central part of the district．The
　geology of the district is summarized in Figure 1.

Paleozoic and MesozoicPaleozoic and MesozoicPaleozoic and MesozoicPaleozoic and MesozoicPaleozoic and Mesozoic

UltraUltraUltraUltraUltra-----TTTTTamba Tamba Tamba Tamba Tamba Terraneerraneerraneerraneerrane
The Ultra-Tamba Terrane is occupied by sedimentary complex and coherent clastic sequence．

The sedimentary complex was formed by the accretionary process during Permian age. On the
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other hand，coherent clastic sequence unconformably overlies the Permian complex．
In the district，the sedimentary complex is divided the Kaibara and Kamitaki Formations．

The Kaibara Formation is situated on the west of the Akusa Fault and the Kamitaki and Ajima
Formations are on the east of the fault. The Kaibara Formation is composed of shale and
interbedded sandstone and shale with a small amount of chert and red shale．Shale of the
formation yields Permian radiolarian fossils. The Kamitaki Formation is composed mainly of
　massive sandstone with a small amount of shale．The formation is correlated with the Permian
Hikami Formation on the basis of lithologic character．

The Ajima Formation，which belongs to coherent clastic sequence，consists mainly of sand-
stone and interbedded sandstone and shale with shale and a small amount of red shale and
greenstone. Radiolarians from shale of the formation indicates Mesozoic. The Ajima Formation
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unconformably overlies the Kamitaki Formation．
TTTTTamba Tamba Tamba Tamba Tamba Terraneerraneerraneerraneerrane
 The Tamba Terrane is occupied by sedimentary complex and coherent clastic sequence.

Sedimentay complex is characterized by chaotically mixed features and is made of greenstone
and chert of oceanic origin and terrigenous clastic rocks．The age of clatics shows overall
younging from the structurally upper to lower units. The litholgy, structural features and
younging polarity indicate that the complex was formed by the accretionary process during Late

 Triassic to Jurassic. The sedimentary complex is divided into the two tectonostratigraphic units，
namely Type Ⅱ and I Suites on the basis of lithology and geologic age．The Type Ⅱ Suite

 thrusts up on the Type I Suite. On the other hand，coherent clastic sequence contains no
greenstone or chert of oceanic origin and is not strongly deformed such as the sedimentary
complex.

Type Ⅱ Suite of the north of the Sasayama Bonchi comprises the Fujioka，Sanaka and
Mitsuo Complexes from structurally upper to lower units. On the other hand, the suite of the
south of the Sasayama Bonchi comprises the Jonan and Furuichi Complexes from upper to lower
units. Type I Suite comprises the Kuroi Complex. On the basis of radiolarian fossils from
shale，the construction of these complexes was completed in Jurassic time or a little later.

The Takashiroyama Formation，Which belongs to coherent clastic sequence, is composed of
sandstone and interbedded sandstone and shale．Radiolarian fossils from shale of the formation
indicates late Middle to early Late Jurassic.

The rocks of the Tamba Terrane from folds of E-W to WNW-ENE trend in general，in which
Kuroi Antiform and Sasayama Synform are most conspicuous．

Early CretaceousEarly CretaceousEarly CretaceousEarly CretaceousEarly Cretaceous

The Sasayama Group is divided into the Lower and the Upper Formations. The Lower
Formation（1,300m thick）is composed mainly of conglomerate，sandstone and mudstone inter-
calating with several rhyolite tuff beds. The Upper Formation(250m thick）consists of hornblen-
de andesite lapilli tuff, tuff breccia, fine-grained tuff, tuffaceous sandstone，conglomerate and
mudstone. The Sasayama Group overlies the formations of the Ultra-Tamba Terrane uncomfor-
mably. Two zircon fission track ages of the basal rhyolite tuff of the Lower Formation were dated
as 139± 9 and 136± 16Ma．And two hornblende K-Ar ages of the andesite and andesite lapilli
tuff of the Upper Formation were dated as 1OO± 5 and 1O9± 5Ma. In the Sasayama Group only
non-marine fossils have been reported.

The Sasayama Group forms a syncline in the Sasayama Bonchi and synclinorium in the area
to the west of the Sasayama Bonchi．In the Lower Formation soft-sediment deformation
structure such as slumping folds and convolute laminations can be observed.

Late CretaceousLate CretaceousLate CretaceousLate CretaceousLate Cretaceous

Late Cretaceous igneous rocks are made up of the Arima Group，Shitodani Granite and dikes.
　Arima GroupArima GroupArima GroupArima GroupArima Group

The Arima Group is part of voluminous felsic to intermediate volcanic rocks of Late
Cretaceos age extending in the Inner Zone of Southwest Japan．It unconformably overlies and
is fault contact with the Paleozoic and Mesozoic rocks and the Early Cretaceous Sasayama
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Group. It is volcanistratigraphically regionally classified into Stage I，Ⅱ，Ⅲa and Ⅲb in
ascending order．

The Arima Group of the western area includes the Kamogawa Formation(Stage Ⅱ），Akusa
Formation（Stage Ⅱ）and Hiraki Welded Tuff（Stage Ⅲ a）．The Kamogawa Formation
interfingers the Akusa Formation，and the Hiraki Welded Tuff covers the former two． The
Kamogawa Formation（1,300m thick）consists of rhyolite welded tuff, tuff,  lava，dike，tuffceous
conglomerate，sandstone and mudstone. The Akusa Formation（850m thick）consists of biotite
rhyolite welded tuff,  lapilli tuff, lava，dike and conglomerate．The Hiraki Welded Tuff(1,300m
thick）consists of biotite rhyolite welded tuff with small amount of tuffaceous sandstone and
mudstone. The Arima Group of the western area is gently folded with NNW-SSE trend（ex．
Konda Syncline）.　

The Arima Group of the southeastern area includes Moshi Welded Tuff (Stage Ⅲ a）and
Sasori Tuff Breccia（Stage Ⅲ b）in ascending order. The Moshi Welded Tuff (300m thick）
consists of biotite rhyolite welded tuff. The Sasori Tuff Breccia（700m thick）consists of biotite
rhyolite welded（partly non-welded）tuff breccia，lapilli tuff, tuffaceous conglomerate and
sandstone．The Sasori Tuff Breccia fills the Sasori cauldron which was inferred one of source
areas of the Arima Group.

A biotite K-Ar age and a K-feldspar K-Ar age of the Hiraki Welded Tuff were reported as
70.0 ± 3.5Ma and 72.7 ± 2.3Ma respectively.

Shitodani GraniteShitodani GraniteShitodani GraniteShitodani GraniteShitodani Granite
The Shitodani Granite occurs as a small stock in the district and intrudes into the Hiraki

Welded Tuff of the Arima Group. The granite is composed mainly of medium- to fine-grained
biotite granite．

DikesDikesDikesDikesDikes
Dikes in the Sasayama District are composed of granite porphyry，felsite and quartz porphyry，

and diorite porphyry，andesite and fine-grained diorite. These dikes intrude mainly into the
Arima Group. Quartz porphyry intrudes along the Akusa Fault which is traced 5 km long of
NNW-SSE trend. Especially around Akusa-Ihara area in Sannan Town，many dikes of diorite
porphyry，andesite and fine-grained diorite are distributed．

C e n o z o i cC e n o z o i cC e n o z o i cC e n o z o i cC e n o z o i c

The Cenozoic comprises the Daijoji Conglomerates，Osaka Group，Lower terrace deposits，
Talus deposits，Lowest terrace deposits and Alluvium．

The Daijoji Conglomerates consists of subrouded to subangular conglomerate and is consid-
ered to be Tertiary on the basis of lithology．The Osaka Group in the district consists of sand，
silt and volcanic ash，and a fission track age of the volcanic ash was determined as O.52 ±
0.18Ma. The Lower terrace deposits are distributed along the Sasayama Gawa，Oyama Gawa
and Kako Gawa，and are composed of gravel，sand,  silt and clay.  The deposits are divided into
the tl1 and tl2 in descending order，and tl2 deposit is intercalating the Aira-Tn ash（AT）．The
Talus deposits consists of gravel，sand and silt，and intercalating the Aira-Tn ash．The Lowest
terrace deposits are composed of gravel and sand, and the Alluvium are of gravel，sand and clay.
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Economic  GeologyEconomic  GeologyEconomic  GeologyEconomic  GeologyEconomic  Geology

Silver，Copper，lead，Zinc and manganese ore deposits，and silica stone，kaolin and ceramic clay
deposits were mined before. But all mines of these deposits have been closed.

Rhyolite welded tuff of the Akusa Formation and lower part of the Hiraki Welded Tuff of the
Arima Group is quarried for aggregate．The upper part of the Hiraki Welded Tuff is quarried
for building materials. The product is commonly called “Tamba Teppeiseki”.
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